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桜島大根  獲ったよ!!

ひと・自然　元気かがやく　さつま町ひと・自然　元気かがやく　さつま町

　１月25日、甫立公民会内の畑で虎居区ふるさと

体験隊による桜島大根の収穫が行われました。

　昨年９月21日に種まきを行い、管理は同公民会

の甫立紀明さんが続けてきました。

　当日は、子ども14人が参加し、大小さまざまな

形や大きさの大根を収穫しました。

　盈進小学校４年の　井けせらさんは「一番大き

な大根（13.6kg）を獲れて、気持ちが良かったで

す」と話しました。

　収穫した大根は、役場町民ホールに展示され、

来庁者はその大きさに驚いていました。
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特集
　
曲
突
移
薪
無
恩
沢

　
突
を
曲
げ
薪
を
移
す
は
恩
沢

無
く
　
と
読
む
。
中
国
の
史
書

の
一
節
で
あ
る
。

　
あ
る
家
で
煙
突
か
ら
火
の
粉

が
散
っ
て
い
る
。
そ
ば
に
は
薪

が
積
ん
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
た

人
が
忠
告
す
る
。
「
煙
突
を
曲

げ
て
薪
を
移
し
た
ほ
う
が
よ

い
。
そ
う
し
な
い
と
火
事
に
な

り
ま
す
よ
。
」
と
こ
ろ
が
そ
の

家
の
主
人
は
そ
れ
を
無
視
す

る
。
「
こ
れ
ま
で
何
十
年
も
こ

れ
で
や
っ
て
来
た
。
余
計
な
世

話
だ
。
」

　
案
の
定
火
事
と
な
る
。
消
火

を
手
伝
っ
た
人
た
ち
に
主
人
は

感
謝
し
て
手
厚
く
も
て
な
し

た
。
と
続
く
話
で
す
。
最
初
に

忠
告
を
聞
い
て
お
れ
ば
火
は
出

ず
家
は
焼
け
ず
、
余
計
な
散
財

も
せ
ず
に
す
ん
で
い
た
は
ず
で

す
。
災
難
を
未
然
に
防
ご
う
と

し
た
人
が
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
の
例

え
で
す
。

　
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
出
来
事

が
医
療
の
世
界
に
も
あ
り
ま

す
。
長
野
県
は
健
診
の
先
進
地

で
す
が
、
事
業
開
始
当
初
は
、

住
民
の
反
感
を
強
く
買
っ
た
そ

う
で
す
。
い
わ
く
「
病
気
を
探

し
に
来
た
の
か
」
「
そ
こ
ま
で

し
て
患
者
を
増
や
し
て
儲
け
た

い
の
か
。
」
と
こ
ろ
が
、
現
在

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
全
国

で
最
も
低
い
県
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
み
る
と
、
予
防
が

個
人
に
も
社
会
に
も
ど
れ
ほ
ど

有
益
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
仕
事
は
極
め

て
地
味
で
す
。
生
命
を
救
う
、

病
気
や
外
傷
か
ら
苦
痛
を
和
ら

げ
る
臨
床
の
現
場
の
よ
う
な
脚

光
を
浴
び
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
膨
大
な
費
用
の
か
か
る
重

い
病
と
な
る
前
に
手
当
を
施

す
。
曲
突
移
薪
　
こ
の
言
葉
を

肝
に
銘
ず
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
は
成
人
病
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
生
活
習
慣
を
修
正

す
る
こ
と
で
改
善
可
能
あ
る
い

は
発
症
予
防
に
つ
な
が
る
と
の

意
味
を
こ
め
て
の
呼
称
変
更
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
具
体
的
に

は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
な
ど
の
あ
り
ふ
れ
た
病

気
で
、
診
断
が
つ
い
て
も
症
状

の
無
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
国
内
で
高
血
圧
は
三
千
万

人
、
糖
尿
病
は
潜
在
患
者
を
含

め
て
約
二
千
五
百
万
人
と
言
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
全

て
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
動
脈
硬
化
の
進
む
先
に
待

っ
て
い
る
の
は
脳
卒
中
、
心
筋

梗
塞
と
い
っ
た
、
場
合
に
よ
っ

て
は
致
命
的
な
、
も
し
命
を
取

り
止
め
た
と
し
て
も
将
来
に
わ

た
っ
て
厳
し
い
生
活
制
限
を
強

い
ら
れ
る
重
篤
な
血
管
病
で

す
。
治
療
の
為
に
払
わ
れ
る
費

用
、
時
間
は
膨
大
な
も
の
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
失
わ
れ
た
身

体
機
能
が
回
復
す
る
こ
と
は
稀

で
す
。
発
症
を
防
ぐ
た
め
に
日

頃
か
ら
食
、
運
動
、
喫
煙
、
飲

酒
、
休
養
に
意
識
を
持
ち
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
初
期
は
全
く
無
症

状
で
す
。
生
活
習
慣
を
見
直
す

努
力
も
し
な
が
ら
定
期
的
な
健

診
が
必
要
で
す
。
国
は
平
成
20

年
か
ら
特
定
健
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
つ
ま
町
は
近
隣
の
市

町
村
に
比
べ
て
受
診
率
が
非
常

に
高
く
、
関
係
者
の
努
力
の
賜

物
で
あ
る
、
と
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
受
診
後
は
予

備
軍
に
特
定
保
健
指
導
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
発
症
者
に
は
医

療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
が
あ
り

ま
す
。
受
診
で
終
わ
り
、
で
は

い
け
ま
せ
ん
。
フ
ォ
ロ
ー
が
重

要
で
す
。
今
年
異
常
な
し
で
も

毎
年
受
診
す
る
こ
と
が
大
事
な

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
常
に
生
活
習
慣
を
意
識
す

る
こ
と
が
身
体
を
自
愛
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
「
元
気
で
長

生
き
」
は
、
昔
か
ら
人
の
願
い

で
す
。
ま
た
こ
れ
を
実
現
す
る

こ
と
で
町
民
医
療
費
の
増
加
、

若
い
世
代
へ
の
負
担
増
を
抑
え

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
自
分
の
病
態
を
把

握
し
て
い
る
主
治
医
が
い
る
と

い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

す
。
症
状
に
急
な
変
化
が
起
こ

っ
た
と
き
基
礎
疾
患
を
知
っ
て

い
る
と
知
ら
な
い
と
で
は
診
た

て
が
大
き
く
か
わ
り
ま
す
。
初

診
は
病
状
の
判
断
に
手
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
日
常
的
に
診
察

し
て
い
る
と
的
確
な
診
断
措
置

に
早
く
行
き
着
き
ま
す
。
急
変

時
は
一
刻
を
争
う
場
面
が
多
く

短
時
間
で
の
初
期
治
療
が
必
要

で
す
。
急
変
時
の
み
な
ら
ず
普

段
か
ら
健
康
状
態
に
関
す
る
こ

と
、
医
学
、
医
療
の
問
題
な
ど

気
軽
な
相
談
相
手
と
し
て
「
か

か
り
つ
け
医
」
を
も
つ
こ
と
が

安
心
の
第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

　
医
師
会
で
は
特
定
健
診
に
対

し
全
面
的
に
協
力
し
て
い
ま

す
。
ま
た
重
点
事
業
と
し
て
、

在
宅
医
療
、
認
知
症
対
応
医
療

機
関
の
拡
充
に
努
め
て
お
り
さ

ら
に
、
ガ
ン
、
脳
卒
中
、
心
筋

梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
の

五
疾
病
の
地
域
医
療
連
携
体
制

構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
隣

地
域
の
医
療
圏
と
連
携
し
つ
つ

可
能
な
限
り
の
医
療
提
供
を
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
医
療
資
源
で
は
限
界
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
町
民
の
皆
さ
ん

自
身
が
「
命
の
主
人
公
」
「
命

の
責
任
者
」
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
さ
れ
、
疾
病
予
防
、
早
期
診

断
、
早
期
治
療
に
努
め
、
御
身

を
自
ら
守
ら
れ
ん
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

厳
国
保
財
政
が

悪
化
し
て
い
ま
す

薩摩郡医師会

会長　草野　潤

健康寿命を延ばしましょう

予
防
は
治
療
に
優
る

生
活
習
慣
病

か
か
り
つ
け
医

結
び



決
算
状
況
の
推
移

被
保
険
者
の
状
況

１
人
当
た
り
の
医
療
費

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～74歳

 0～39歳

　493人

  935人

2,346人

1,263人

1,312人

年齢 人数

  7.8%

 14.7%

 37.0%

 19.9%

 20.7%

割合

計 6,349人 100.0%

40～49歳
  7.8%

50～59歳
 14.7%

60～69歳
 37.0%

70～74歳
 19.9%

 0～39歳
 20.7%

 △6,950万8千円

3,149万7千円

△1億745万4千円

△1億6,501万7千円

 △2,662万2千円

△1億4,036万8千円

5千万円

　　 0

△5千万円

 △1億円

 △1.5億円

 △2億円
 H20  H21  H22  H23  H24  H25 (年度)

■表１　実質単年度収支の推移

3,542,521
3,454,067

3,422,451

3,497,972
3,534,332

3,513,473

20年度
21年度

22年度

23年度
24年度

25年度

3,348,045
3,229,778

3,306,574

3,378,023
3,373,805

3,373,433

　194,476
　224,289

　115,877

　119,949
　160,527

　140,040

 △71,477

　 29,813

△108,412

    4,072
   40,578

 △20,487

 △69,508
　 31,497
△107,454
△165,017
 △26,622
△140,368

区分 歳入決算額
①

歳出決算額
②

収支差引額
③（①-②）

単年度収支額④
（③-前年度収支差引額）

実質単年度
収支額⑤

 （千円）

※⑤実質単年度収支額＝単年度収支額＋基金積立額－基金取崩額

■表２　決算の状況

  4億円

 3億円

   2億円

   1億円

0
 H20  H21  H22  H23  H24  H25  H26  (年度)

 4億7,717万
　　　3,222円

 4億7,813万
1,666円

 3億904万3,018円

 2億4,184万3,513円

   196万2,198円

▲

 1億2,196万2,198円

■表３　国民健康保険基金（貯金）年度末残高の推移

     25,000人

     30,000人

  20,000人

 15,000人

   10,000人

   5,000人

   0
 H20

▲

● ● ● ● ●

▲ ▲ ▲ ▲

●

▲

●

▲

■表４　人口と被保険者数の推移

 H21  H22  H23  H24  H25  H26  (年度)

24,890

7,159

23,25623,321

1,634人減少 

総人口

被保険者数

964人減少 

6,1956,349

※人口は推計人口、被保険者数は年間平均数、26年度は10月末現在

■表５　平成25年度　年齢階層別構成割合

■表７　

最も低い自治体

県平均

さつま町

最も高い自治体

231,605円
365,667円
425,954円

455,675円
平成24年度県内１人当たり医療費

2
3

4
5

1
統合失調症

糖尿病

高血圧症

関節疾患

慢性腎不全（透析あり）

順位 病　　名

 8.0%
 6.1%

 5.6%
 4.2%

 8.5%

構成率

6 脂質異常症  2.7%
7 うつ病  2.4%
8 狭心症  2.3%
9 骨折  2.1%
10 脳梗塞  1.9%

■表８　入院・外来上位医療費

※全体の医療費（入院＋外来）を100％として計算

脂質異常症

糖尿病

高尿酸血症

高血圧症

病態 さつま町 県

動脈硬化症

筋・骨格

400.1人
240.9人
 92.0人

524.8人

 51.5人

426.7人
326.9人
229.6人
 69.8人

446.9人

 40.1人

417.8人
333.7人
235.9人
 62.5人

 42.2人

403.6人
380.9人

国

■表９　患者千人当たり生活習慣病患者数

     45万円

  40万円

 35万円

   30万円

   25万円

   20万円

■ ■

■ ■
■

■

■

▲

▲

▲
▲

▲

▲
▲

▲

■

さつま町

鹿児島県

国

※旧保険制度の国保老人を除いた一般と退職の合計（国と県は市町村＋組合）
　で比較してあります。資料：鹿児島県国保医療費の現状

 H17  H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24  (年度)

352,873円

368,312円
384,593円

416,625円
428,301円

425,954円

287,835円

295,523円 315,638円

323,365円
332,249円

346,197円
358,656円

365,667円

240,793円

247,395円
262,825円

271,544円
279,463円

288,816円
298,155円

301,283円

■

■

■ ■

■

■

■

■

327,443円

■表６　１人当たり医療費の推移

374,792円

4億7,548万
　9,494円

注：四捨五入の関係で合計は
　　100％になりません
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国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者

の
急
速
な
高
齢
化
、
医
療
技
術
の

高
度
化
に
伴
う
医
療
費
の
増
大
、

さ
ら
に
は
生
活
習
慣
病
の
増
加
や

重
複
・
頻
回
受
診
、
安
易
な
受
診

に
加
え
、
制
度
的
に
構
造
的
な
問

題
を
抱
え
、
極
め
て
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
保
事
業
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
適
正
化

や
保
健
事
業
の
推
進
並
び
に
基
金

の
取
り
崩
し
な
ど
を
行
い
運
営
し

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
１
人
当
た

り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

26
年
度
末
に
お
い
て
は
基
金
が
無

く
な
る
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　

　

左
表
１
・
２
で
わ
か
る
よ
う
に
、

収
支
決
算
状
況
に
お
い
て
は
、
平

成
21
年
度
を
除
き
毎
年
度
実
質
の

赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
基
金
残
額

（
表
３
）
も
年
々
減
少
し
、
平
成

26
年
度
当
初
予
算
で
は
、
２
０
０

　

町
民
総
人
口
に
占
め
る
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
数
は
年
々
減

少
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
に
お

い
て
、
27
．
２
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
（
表
４
）

　

年
齢
構
成
に
つ
い
て
み
る
と
、

60
歳
か
ら
74
歳
の
被
保
険
者
が
全

体
の
約
57
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
表
５
）

万
円
足
ら
ず
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
以
降
の
国
及
び
鹿

児
島
県
、
さ
つ
ま
町
の
１
人
当
た

り
の
医
療
費
の
推
移
は
、
下
表
６

の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
17
年
度
を
１
０
０
と
し
た

と
き
平
成
24
年
度
ま
で
の
８
年
間

の
医
療
費
の
伸
び
を
見
る
と
、
国

に
お
い
て
25
．
1
％
、
鹿
児
島
県

は
27
．
0
％
な
の
に
対
し
、
さ
つ

ま
町
は
30
．
1
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
内
自
治
体
に
お
け

る
１
人
当
た
り
の
医
療
費
を
比
較

し
て
み
て
も
、
平
成
24
年
度
に
お

い
て
約
42
万
６
千
円
で
、
県
内
５

位
と
高
い
順
位
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
平
均
は
約
36
万
６

千
円
で
す
。
（
表
７
）

　

さ
つ
ま
町
の
疾
病
特
徴
を
把
握

す
る
に
は
、
病
態
別
に
医
療
費
を

把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
よ
る
と
、
本
町
の
国
保
被
保
険

者
は
、
他
自
治
体
と
比
較
し
て
通

院
よ
り
入
院
の
割
合
が
多
く
、
平

成
25
年
度
１
件
当
た
り
の
在
院
日

数
が
同
規
模
自
治
体
16
．
３
日
に

対
し
、18
．９
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る

と
思
わ
れ
る
慢
性
腎
不
全
８
．
５

％
、
糖
尿
病
６
．
１
％
を
は
じ
め
、

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
が

入
院
・
外
来
の
全
体
医
療
費
の
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
（
表
８
）

　

患
者
千
人
当
た
り
の
生
活
習
慣

病
患
者
数
を
鹿
児
島
県
、
国
と
比

較
し
た
も
の
が
左
表
９
で
す
。

　

こ
の
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

高
血
圧
症
、
筋
・
骨
格
、
脂
質
異

常
症
、
糖
尿
病
、
高
尿
酸
血
症
、

動
脈
硬
化
症
に
お
い
て
い
ず
れ
も

県
や
国
よ
り
多
い
患
者
割
合
の
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
財
政
の
現
状
は
こ
う
で
す

特集

病
態
別
医
療
費

増
え
続
け
る
医
療
費
…

　生活習慣病とは、食習慣、運動
習慣、休養、喫煙、飲酒などの生
活習慣が、その発症や進行に関与
する疾患群と定義されます。食習
慣、運動習慣、休養の取り方、嗜
好など生活習慣も、糖尿病、高血
圧症、さらには日本人の３大死因
であるがん、脳卒中、心臓病など
多くの疾病の発症や進行に深く関
わっていることが明らかになって
います。
　今後は、町民の健康維持増進の
ため、これまで成人病対策として
病気の早期発見・早期治療に重点
を置いていた従来の対策に加え、
生活習慣の改善を目指す健康増
進・発病予防対策に重点をおいた
対策が必要となってきます。

生活習慣病に着目

※Ｈ26は見込み



高度専門医療機関かかりつけ医

相互協力、経過観察

専門的検査
 入院、治療

日々の健康相談
体調不良　

検査・治療

かかりつけ医　
からの紹介

被保険者

▼

▼

▼

▼

▼

▼

６広報さつま７ 広報さつま

特集

　

誰
も
が
笑
顔
で
元
気
に
い
き
い

き
過
ご
す
こ
と
は
、
町
民
全
て
の

願
い
で
す
。
何
よ
り
も
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
が
「
健
康
」
で
あ
る
こ

と
で
、
結
果
と
し
て
医
療
費
を
抑

制
（
節
約
）
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
健
康
の
維
持
、
増

進
を
心
が
け
、
病
気
の
芽
を
摘
み

取
れ
る
よ
う
に
自
分
自
身
の
生
活

習
慣
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

　

肥
満
症
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生

活
習
慣
病
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
遺

伝
的
な
要
素
に
も
関
係
し
て
い
ま

す
が
、
食
習
慣
や
運
動
習
慣
、
睡

眠
、
ス
ト
レ
ス
、
休
養
の
と
り
方

な
ど
生
活
習
慣
に
も
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

①
喫
煙
を
控
え
る
、
②
定
期
的

に
運
動
を
す
る
、
③
飲
酒
は
適
量

を
守
る
・
休
肝
日
を
設
け
る
、
④

１
日
７
時
間
か
ら
８
時
間
の
睡
眠

を
と
る
、
⑤
適
正
体
重
を
維
持
す

る
、
⑥
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
、
⑦

間
食
を
し
な
い
、
な
ど
の
生
活
習

慣
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

ど
れ
も
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
な
か
な
か
実
行
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

場
合
で
も
、
今
日
か
ら
ど
れ
か
一

つ
で
も
決
め
て
取
り
組
ん
で
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

か
か
り
つ
け
医
と
は
、
日
ご
ろ

か
ら
家
族
全
体
の
健
康
や
病
気
に

対
し
、
適
切
な
指
示
や
助
言
を
し

て
く
れ
る
医
師
の
こ
と
で
す
。
か

か
り
つ
け
医
は
、
健
康
に
関
す
る

こ
と
や
医
学
的
な
疑
問
の
よ
き
相

談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
ほ
か
に
、

専
門
的
な
検
査
や
治
療
、
入
院
が

必
要
だ
と
判
断
し
た
場
合
も
、
適

切
な
高
度
専
門
医
療
機
関
な
ど
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
日

ご
ろ
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い

る
た
め
、
早
期
に
適
切
な
治
療
を

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
も

か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　この事業は、日ごろから企業や団体、個人で健康づくりを
積極的に進めてもらうことを目指しています。そして、町民
が楽しみながら"自分の健康は自分でつくる"という意識の向
上につなげていきます。

　国は、死亡原因でも生活習慣病が約６割を占めている状
況を踏まえ、40歳以上を対象とした特定健康診査を推進
しており、目標数値を定め、自治体にその達成を求めてい
ます。
　さつま町においては、これまで区公民館長や公民会長、
健康づくり推進員など『地域力』の効果によって平成24
年度70.4％、平成25年度72.4％と受診率目標値を達成して
います。
　特定健康診査の結果から、生活習慣病の発症リスクが高
い方に対して、医師や保健師、管理栄養士などが対象者の
身体状況に合わせた生活習慣を見直すための支援を行いま
す。特定保健指導には、リスクの程度に応じて、動機付け
支援と積極的支援があります。

　誰もが笑顔で元気にいきいきと過ごすことは、町民全て
の願いです。
　このような中、町民の生涯にわたって生活の質の維持・
向上のために、糖尿病、高血圧症、脂質異常症などの発症、
あるいは重症化や合併症への進行の予防に重点を置いたい
わゆる生活習慣病に対する取組が重要と考えます。 
　特定健康診査実施後のデータについて細かな分析が本格
的に行えるようになったことから、対象者ごとの疾患別区
分や重症化率の把握などを行い個別指導や訪問型支援など
対象者の行動変容（習慣や行動を変えること）につながる
保健指導事業を展開する計画です。

　

重
複
受
診
と
は
、
１
つ
の
病
気

で
短
期
間
に
同
じ
治
療
の
た
め
複

数
の
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
自
身
の
判
断
か
ら
医
療

機
関
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
つ
ど
初
診
料
が
か
か
り
本
人
の

負
担
も
増
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

基
本
的
な
検
査
や
同
じ
処
置
な
ど

を
繰
り
返
す
こ
と
で
時
間
と
医
療

費
が
多
く
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
を
変
え
る
こ
と
に

よ
り
今
ま
で
の
治
療
は
中
断
す
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
治
療
経

緯
や
服
薬
が
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ

な
い
た
め
、
治
療
そ
の
も
の
が
長

期
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
薬
や
注
射
な
ど
が

重
複
す
る
こ
と
に
よ
り
皆
さ
ん
の

体
に
か
か
る
負
担
や
危
険
性
も
高

く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
弊
害
や
リ
ス
ク
が

あ
る
た
め
、
一
定
の
期
間
で
症
状

の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
場
合
を
除

き
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

※写真は本文とは関係ありません

健康さつまポイント事業

特定健康診査・特定保健指導事業

国保ヘルスアップ事業（仮称）新新

★応募資格　町内に住所を有する18歳以上の方
　　　　　　（学生を除く）
★応募方法　シール５枚で応募用紙１枚。何枚でも応募
　　　　　　可能です。
★収集方法　町が実施する健康事業へ参加する方法、団
　　　　　　体で登録し健康づくりを行う方法や個人で
　　　　　　行う習慣的な健康づくり活動を報告する方
　　　　　　法でポイントを集めることができます。
★当選賞品　応募されたハガキにより抽選を行います。
　　　　　　健康グッズや温泉入浴券などが当たります。
★実　　績　平成24年度4,367枚、平成25年度6,397枚の  
　　　　　　応募があり、その参加数は年々増えています。

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

あ
な
た
の

あ
な
た
の

健

康

私たちに今できること

助け合いの制度です

自分の健康は

自分でつくろう

国保国保は

健
康
維
持
・
病
気
予
防
を
！

■
健
康
維
持
・
病
気

　
予
防
を
！

■
か
か
り
つ
け
医
を

　
も
と
う

■
重
複
受
診
は
や
め
よ
う



被保険者の前年中の総所得金額から
基礎控除（33万円）を引いた額に税率
をかけた金額

その年度に課税された被保険者の固
定資産税額に税率をかけた金額

被保険者１人当たりの金額

１世帯当たりの金額

所得割

資産割

均等割

平等割

＋2.0％

増減なし

算出方法区分 比較改正税率

＋5,700円

＋2,300円

12.3％

43.2％

33,500円

31,000円

現行税率

10.3％

43.2％

27,800円

28,700円

表１　税率の比較

（　　  　　  ）所得に応じ
て軽減あり

（　　  　　  ）所得に応じ
て軽減あり

８広報さつま９ 広報さつま

後期高齢者支援金分

介護納付金分

合計年税額

医療給付費分

区分 平成26年度 平成27年度

　 ＋800円↑
＋21,200円↑
＋58,700円↑

＋36,700円↑
比較額【例１】

世帯主：45歳
（所得額233万円・固定資産税額2万円）
妻　　：43歳
（所得額 なし  ・固定資産税額 なし）
子　　：15歳

後期高齢者支援金分

介護納付金分

合計年税額

医療給付費分

区分 平成26年度 平成27年度

　 ＋200円↑
   ＋400円↑
 ＋4,300円↑

 ＋3,700円↑
比較額【例３】

世帯主：62歳（年金収入80万円）
（所得額10万円・固定資産税額5万円）
妻　　：62歳（年金収入なし）
（所得額 なし  ・固定資産税額 なし）

後期高齢者支援金分

介護納付金分

合計年税額

医療給付費分

2人とも65歳以上のため介護分はありません

 85,400円
 37,000円
320,900円

198,500円

 11,600円
  7,800円
 46,700円

 27,300円

 54,100円

180,000円

125,900円
区分 平成26年度

 86,200円
 58,200円
379,600円

235,200円

 11,800円
  8,200円
 51,000円

 31,000円

 54,500円

202,500円

148,000円
平成27年度

　 ＋400円↑

＋22,500円↑

＋22,100円↑
比較額【例２】

世帯主：66歳（年金収入253万円）
（所得額133万円・固定資産税額5万円）
妻　　：65歳（年金収入なし）
（所得額 なし  ・固定資産税額 なし）

▼
▼

▼

改正前

　 6.5％
　26.0％
15,400円
17,100円

所得割

 資産割

均等割

平等割

医療給付費分

改正後

　 7.5％
　26.0％
20,000円
20,000円

　 2.8％
　11.0％
 6,600円
 7,400円

　 2.8％
　11.0％
 7,000円
 7,000円

　 1.0％
　 6.2％
 5,800円
 4,200円

　 2.0％
6.2％

 6,500円
 4,000円

改正前

後期高齢者支援金分

改正後 改正前

介護納付金分

改正後

【税率の内訳】

【
例
１
】
を
計
算
式
に
当

て
は
め
て
み
る
と
、
こ
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

※40歳から64歳までの被保険者

の方は、介護保険制度の「第２

号被保険者」となります。65歳

になるまでの間は、介護保険料

は、国民健康保険税の中から

「介護納付金」として納めてい

ただくことになります。

　

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

税
額
を
７
月
に
決
定
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
診
療
を
受
け
た
と

き
医
療
費
の
支
払
に
充
て
る
財
源

と
な
る
「
医
療
給
付
費
分
」
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え
る
た

め
の
財
源
と
な
る
「
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
」
、
介
護
保
険
の
財
源

（
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
が
対

象
）
と
な
る
「
介
護
納
付
金
分
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
の
中
の
被

保
険
者
１
人
ご
と
に
所
得
割
、
資

産
割
、
均
等
割
ま
で
を
計
算
し
、

算
出
し
た
額
を
合
算
し
た
後
に
平

等
割
を
加
算
し
て
算
出
し
た
額
の

合
計
を
そ
の
世
帯
に
か
か
る
１
年

間
の
国
保
税
額
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
税
率
改
正
額
は

下
表
１
の
と
お
り
で
す
。
現
行
税

率
と
比
較
し
て
み
る
と
、
所
得
割

で
２
．
０
％
増
、
資
産
割
は
変
わ

ら
ず
、
均
等
割
で
５
千
７
百
円
増
、

平
等
割
で
２
千
３
百
円
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
国
民
健
康
保
険
税
率
改

正
に
当
た
り
、
３
つ
の
点
を
考
慮

し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
国
保
被
保
険
者
１

人
当
た
り
の
医
療
費
と
保
険
税
額

の
関
係
に
つ
い
て
で
す
。

　

さ
つ
ま
町
国
民
健
康
保
険
は
、

　

国
保
税
は
、
課
税
さ
れ
る
最
高

額
が
決
め
ら
れ
て
あ
り
、
そ
の
額

は
、
医
療
給
付
費
分
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
及
び
介
護
納
付
金
分

ご
と
に
定
め
ら
れ
、
平
成
27
年
度

は
医
療
給
付
費
分
が
52
万
円
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
が
17
万
円
、

介
護
納
付
金
分
が
16
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

世
帯
の
総
所
得
が
一
定
以
下
の

場
合
は
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額

が
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ

り
離
職
さ
れ
た
方
が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
、
軽
減
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
世
帯
の
被
保
険
者
の

中
に
未
申
告
者
が
い
る
場
合
は
軽

減
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
と
は
、
被
保
険
者
が
病
気
や
ケ
ガ
、
出
産
、
死
亡
し
た
場
合
に
、
必
要
な
医
療
費
や
給
付

が
保
険
料
か
ら
支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。
こ
の
保
険
制
度
は
特
別
会
計
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

来
、
支
出
に
見
合
っ
た
財
源
を
独
自
に
確
保
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
歳
入
に
つ

い
て
は
国
民
健
康
保
険
税
に
よ
る
税
収
、
国
や
県
か
ら
の
支
出
金
、
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
の
交
付
金
、

そ
の
他
突
発
的
な
医
療
費
増
加
に
備
え
た
基
金
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
つ
ま
町
で
は
、
基
本
的
に
は
被
保
険
者
（
町
民
）
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
町
村
合
併
後
一
度
も

保
険
税
の
引
上
げ
を
せ
ず
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
基
金
を
徐
々
に
取
り
崩
し
な
が
ら
運
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
流
行
性
疾
病
な
ど
に
よ
り
医
療
費
の
突
発
的
な
増
加
や
今
後
の
伸
び
率
を
考
え
る
と
、

厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
危
機
的
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
安
定
的
な
運
営
を
行
え
る
よ
う
に
平
成
27
年
度
か
ら
国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

経
済
情
勢
の
厳
し
い
中
、
国
民
健
康
保
険
税
の
引
上
げ
に
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

特集

健
康
が
一
番

で
も
将
来
へ
の
備
え
は
大
切

～
国
保
税
引
き
上
げ
に
ご
理
解
を
～

■

改
正
の
内
容

■

税
額
の
計
算

平
成
24
年
度
県
内
自
治
体
に
お
い

て
、
医
療
費
５
位
、
保
険
税
26
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
低

い
保
険
税
で
高
い
医
療
費
を
賄
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
し
、
保

険
税
に
お
い
て
も
医
療
費
順
位
に

見
合
っ
た
形
で
引
き
上
げ
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
被
保
険
者
（
町

民
）
の
担
税
能
力
（
支
払
い
能

力
）
を
考
慮
し
た
点
で
す
。

　

国
保
被
保
険
者
の
所
得
状
況
は
、

平
成
24
年
度
県
内
22
位
と
い
う
位

置
に
あ
り
、
引
上
げ
額
に
つ
い
て

も
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
て
あ
り

ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
基
金
が
無
く
な
っ

た
現
状
を
踏
ま
え
た
点
で
す
。

■
税
の
賦
課
限
度
額
と
軽
減

〔お問い合わせ先〕

　さつま町役場　☎0996-53-1111

　○保険税に関すること　　　　税務課　　　町民税係（内線2111）

　○国民健康保険に関すること　健康増進課　保険係　（内線2141）　

写
真
は
本
文
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

▼

改正後のシュミレーション　【税額の比較例】

【医療給付費分】

【平成27年度　計算モデルケース】【平成26年度税率の場合】

 130,000円
   5,200円 
  46,200円
17,100円 

 198,500円

【後期高齢者支援金分】

  56,000円     
　 2,200円 
  19,800円
   7,400円 
  85,400円

【介護納付金分】

【医療給付費分】

【後期高齢者支援金分】

【介護納付金分】

【合計】【合計】 　　  379,600円320,900円

  20,000円     
　 1,240円 
  11,600円
   4,200円 
  37,000円

所得割額（233万円 - 33万円〔基礎控除〕） × 7.5％ = 150,000円
資産割額　20,000円 × 26.0％ 　　  　　　　　　　 =   5,200円
均等割額　20,000円 × 3人                         =  60,000円
平等割額　20,000円 × 1世帯                       =  20,000円
合計（100円未満切り捨て） 　　　　　　　　　　　　= 235,200円

所得割額（233万円 - 33万円〔基礎控除〕） × 2.8％ =  56,000円
資産割額　20,000円 × 11.0％ 　　　　　　　　　　 =   2,200円
均等割額　 7,000円 × 3人     　                  =  21,000円
平等割額 　7,000円 × 1世帯                       =   7,000円
合計（100円未満切り捨て）　 　　　　　　　　　 　 =  86,200円

所得割額（233万円 - 33万円〔基礎控除〕） × 2.0％ =  40,000円
資産割額　20,000円 × 6.2％ 　　 　　　　　　　   =   1,240円
均等割額　 6,500円 × 2人                       　=  13,000円
平等割額 　4,000円 × 1世帯                       =   4,000円
合計（100円未満切り捨て）　 　　　　 　　　　　　 =  58,200円

ふ
　
か
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第
２
次
行
政
改
革
大
綱
（
計
画
期
間…

平
成
22
年
度
～
26
年
度
）

に
基
づ
き
、
効
率
的
な
行
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
平
成
26
年
度

第
１
回
の
行
政
改
革
審
議
会
を
12
月
11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
「
平
成
25
年
度
行
政
改
革
の
実
績
」
、
平
成
27
年

度
か
ら
の
新
し
い
「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
及
び
「
第
３
次
定
員

管
理
計
画
」
の
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
委
員
の
皆
様
か

ら
多
く
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
（
計
画
期
間…

平
成
22
年
度
～
26
年
度
）

に
基
づ
き
、
効
率
的
な
行
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
平
成
26
年
度

第
１
回
の
行
政
改
革
審
議
会
を
12
月
11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
「
平
成
25
年
度
行
政
改
革
の
実
績
」
、
平
成
27
年

度
か
ら
の
新
し
い
「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
及
び
「
第
３
次
定
員

管
理
計
画
」
の
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
委
員
の
皆
様
か

ら
多
く
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・２５年度当初予算１３２億円に補正予算を積み上げた結果、歳出総額は１４４億円となり、２４
年度と同様に庁舎建設の経費が含まれています。

・決算額は、合併直後の１７年度１５７億円が、財政健全化へ取り組んだ結果、２５年度で１４４
億円となり、１３億円減少しました。（人件費や返済金等の減少）

・これまで徹底した行政改革の推進や財政処分、国の経済対策事業の活用等により、一定額を積み
立てることができました。

・今後、国からの交付税の減少（合併算定替の廃止で年間に約１１～１２億円の削減）、医療・介
護等の社会保障費や公共施設の維持管理費等の増加、突発的な災害等の特別財政重要が予想され、
将来に備える必要があります。

・お金の使い道にどれ位ゆとりがあるかを表す比率で、低いほどゆとりがあります。標準は、７０
～８０％程度といわれています。家計に例えると、食費・光熱水費・住宅ローンなど毎月必ず必
要な生活費の割合です。

・指数は、ある程度改善されましたが、今後においては、国からの地方交付税や町税の伸びが期待
できないことから、９０％以上で推移すると予想されますので、ゆとりの程度はあまりないとい
えます。

・町の返済金の割合で、家計に例えると、家や車などのローンの支払いが年収の何％になるかを
見る割合です。県の平均が９.２％ですので、更に改善に向けた努力が必要です。

・２５年度借入金の残高は１５９億円で、１７年度と比較し７７億円が減少しました。

・後期５か年計画（Ｈ２２～Ｈ２６）を見直し、平成２７年４月１日を３２５人とする計画で、
合併当時４２５人が１０年間で１００人減少する見込みです。

・平成２６年４月１日の職員数は３３９人で、計画どおり推移しています。

　

さ
つ
ま
町
の
行
政
改
革
へ
の
取
組

は
、
平
成
17
年
度
に
基
本
的
な
考
え

と
方
向
性
を
示
し
た
最
初
の
行
政
改

革
大
綱
を
策
定
し
て
か
ら
、
10
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
職
員
の
定
員
管
理
・
町

の
借
入
金
の
減
額
・
公
共
施
設
の
譲

渡
や
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
、
行
財

政
健
全
化
へ
の
取
組
を
強
力
に
推
進

し
た
結
果
、
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
念
願
で
あ
り
ま

し
た
役
場
新
庁
舎
の
完
成
、
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
役
場
組
織
の

再
編
を
始
め
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

及
び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共

施
設
運
営
の
検
討
、
特
別
職
・
職
員

の
給
与
減
額
、
各
種
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
新
た
な
政
策
課
題
や
高

度
化
・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
し
、
さ
ら
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
高
め
る
よ
う
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
　
「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
計

画
期
間
が
平
成
26
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
町
で
は
平
成
27
年
度

か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
新
た
な
行
政
改
革
大
綱

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

素
案
に
つ
い
て
行
政
改
革
審
議
会
へ

説
明
を
行
い
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
第
３
次
行
政
改
革
大

綱
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
岐
に
わ
た

る
改
革
に
今
後
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

第
２
次
大
綱
を
継
承
す
る
形
で
策
定

し
、
コ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
ド
等
を
総
合

的
に
考
慮
し
な
が
ら
、
次
世
代
に
つ

な
が
る
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
す
も
の
で
す
。

①
中
長
期
的
な
財
政
運
営

　

地
方
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
を
意

識
し
、
歳
入
に
見
合
っ
た
財
政
規
模

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
起

債
計
画
の
見
直
し
や
公
共
施
設
の
管

理
方
法
な
ど
へ
取
り
組
み
ま
す
。　

②
特
別
会
計
等
の
健
全
化

　

特
別
会
計
及
び
地
方
公
営
企
業
会

計
並
び
に
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

も
健
全
な
事
業
運
営
、
経
営
を
図
り

ま
す
。

③
自
主
財
源
の
確
保

　

町
税
を
は
じ
め
、
使
用
料
・
手
数

料
な
ど
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

①
連
携
す
る
組
織
づ
く
り

　

国
の
制
度
改
正
や
新
た
な
行
政
課

題
な
ど
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

②
定
員
及
び
給
与
の
適
正
な
管
理　

　

「
さ
つ
ま
町
定
員
管
理
計
画
」
に

基
づ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

維
持
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

③
人
材
の
育
成
と
活
用

　

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
育

成
す
る
た
め
、
職
員
研
修
を
効
果
的

に
実
施
し
、
意
識
改
革
と
能
力
開
発

を
図
り
ま
す
。

①
公
共
施
設
等
の
管
理　

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
や
指
定
管
理

の
見
直
し
、
民
間
委
託
等
へ
の
移
行

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

②
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

わ
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
事

務
手
続
き
等
の
改
善
に
努
め
、
町
民

満
足
度
を
高
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

③
事
務
事
業
評
価
の
活
用

　

「
さ
つ
ま
町
行
政
改
革
推
進
計

画
」
の
事
務
事
業
評
価
に
よ
る
分
析

を
行
い
、
予
算
編
成
や
事
務
事
業
の

改
善
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

①
町
民
の
主
体
的
活
動
と
協
働
の
推

　
進
・
連
携
す
る
組
織
づ
く
り　

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
町
民
、

地
域
及
び
行
政
の
役
割
と
相
互
の
協

働
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
地
域
活
動

と
自
立
を
促
進
し
、
相
互
の
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

②
町
民
情
報
の
収
集
と
発
信

　

行
政
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、

一
方
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、

町
民
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

～
新
し
い
行
政
改
革
大
綱
に
関
す
る

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
～

■
さ
つ
ま
町
役
場　

　

企
画
財
政
課　

政
策
推
進
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
２
３
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
52
）
３
５
１
４　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ki-seisaku@
satsum

a-net.jp

当初予算 152 138 136 129 128 128 128 126

歳出決算 157 162 155 139 151 147 141 145

年　度 H17 H19 H20 H21H18 H22 H23 H24

132

144

H25

基金総額 17 18 20 22 30 41 51 57

年　度 H17 H19 H20 H21H18 H22 H23 H24

62

H25

比　率 100.4 98.1 98.2 98.0 91.4 85.8 89.1 88.4

年　度 H17 H19 H20 H21H18 H22 H23 H24

85.5

H25

比　率 20.2 19.9 19.5 18.5 18.0 16.6 15.5 13.6

借入金残高 236 230 217 203 191 179 168 164

年　度 H17 H19 H20 H21H18 H22 H23 H24

11.6

159

H25

目　標 425 418 407 392 377 361 355 351

実　績 425 411 408 392 375 361 354 353

年　度 H17 H19 H20 H21H18 H22 H23 H24

350

349

H25

341

339

H26

審議会の様子

行

革

情

報

行

革

情

報

⑴
平
成
25
年
度

　
行
政
改
革
の
実
績

第
１
回
行
政
改
革
審
議
会
を
開
催

【財政状況の推移】
①当初予算及び決算規模の推移（普通会計） （単位：億円）

（単位：億円）②基金（貯金）の推移

③経常収支比率（ゆとりの程度）の推移 （単位：％）

（単位：％、億円）④実質公債費（返済金）比率等の推移

⑤定員管理計画による職員数等の推移 （単位：人）

⑵
第
３
次
行
政
改
革

　
大
綱
（
案
）

●
「
第
３
次
さ
つ
ま
町
行
政
改

　
革
大
綱
（
案
）
」
の
概
要
●

将
来
に
わ
た
る
財
政
の

健
全
化

１

効
果
的
・
効
率
的
な

行
政
運
営

３

町
民
参
画
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

４

組
織
づ
く
り
と
人
材
育
成

２

※行政組織の再編　平成１７年合併時　３６課等　１０８係

　　　　　　　　　平成２６年４月　　２８課等　　７４係（△８課等　△３４係）
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【
Ｑ
１
】
　
定
員
管
理
に
よ
り
職

員
が
減
少
す
る
中
で
、
国
・
県
等

か
ら
の
権
限
移
譲
等
も
あ
り
、
職

員
に
は
幅
広
く
、
専
門
的
な
業
務

の
知
識
が
求
め
ら
れ
る
。
定
数
管

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
Ａ
７
】　

町
の
人
口
減
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
主

に
は
、
現
業
職
の
民
間
委
託
等
の
推

進
や
全
体
的
な
組
織
体
制
・
事
務
事

業
の
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
Ａ
８
】　

以
前
か
ら
女
性
職
員
の

管
理
職
の
登
用
に
は
配
慮
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
限
ら
れ
た
部
署

へ
の
人
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
部
署
で
経
験
を

積
ん
で
、
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　

【
Ａ
９
】　

救
急
車
が
３
台
必
要
な

場
合
が
あ
り
、
非
番
の
職
員
が
出
勤

し
て
い
ま
す
。
全
体
の
定
員
管
理
に

は
消
防
職
を
含
ん
で
お
り
、
一
般
行

政
職
も
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成

28
年
度
か
ら
は
、
現
42
人
が
45
人
体

制
と
な
る
計
画
案
で
す
。
採
用
し
て

６
か
月
は
研
修
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
、
消
防
士
と
し
て
活
動
で
き
る
ま

で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

女
性
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ

く
り
な
ど
町
政
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
さ
つ
ま
町
女
性

い
き
い
き
推
進
会
議
は
、
町
内
在
住
の
一

般
公
募
で
の
申
込
者
と
女
性
団
体
か
ら
の

推
薦
者
11
人
で
２
か
年
の
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
推
進
会
議
で
は
子
育
て
支
援
対

策
と
し
て
、
学
校
再
編
後
は
保
護
者
の
要

望
に
応
じ
て
児
童
が
安
心
し
て
放
課
後
過

ご
せ
る
よ
う
な
学
童
保
育
施
設
を
設
置
す

る
こ
と
や
、
環
境
問
題
の
中
で
も
ご
み
問

題
に
つ
い
て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
開

場
時
間
の
拡
大
や
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

等
に
つ
い
て
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

日髙町長へ提言を行った、女性いきいき推進会議のメンバー

行
政
改
革
審
議
会
で
出

さ
れ
た
意
見
や
質
問
は

次
の
と
お
り
で
す
。

行
政
改
革
審
議
会
で
出

さ
れ
た
意
見
や
質
問
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
「
第
２
次
定
員
管
理
計
画
」
に
つ

い
て
も
平
成
26
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
か
ら
36
年

度
ま
で
10
年
間
の
新
し
い
計
画
案
に

つ
い
て
行
政
改
革
審
議
会
へ
説
明
を

行
い
、
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

①
職
員
の
年
齢
構
成
の
平
準
化

　

合
併
に
よ
る
職
員
採
用
の
抑
制
に

よ
り
、
今
後
も
年
代
間
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
な
い
状
況
が
予
測
さ
れ
る
た

め
、
計
画
的
な
職
員
の
採
用
を
し
て
、

年
齢
層
の
平
準
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
一
定
職
員
数
の
確
保
（
一
般
行
政

　
職
員
）

　

本
町
は
、
高
齢
化
率
が
高
く
、
保

健
福
祉
分
野
を
中
心
に
行
政
需
要
が

多
く
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
行
政
面
積

が
広
い
こ
と
、
以
前
に
は
無
か
っ
た

事
務
事
業
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

③
実
状
に
即
し
た
消
防
職
の
定
数
管

　
理
（
消
防
職
の
増
員
）

　

消
防
職
に
お
い
て
、
基
準
人
員
に

対
す
る
実
質
人
員
（
充
足
率
）
が
50

％
程
度
と
他
の
団
体
と
比
較
し
て
も

低
い
位
置
に
あ
り
、
人
員
が
不
足
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
36
年
度
ま

で
の
10
年
間
と
し
ま
す
。

【
目
標
年
月
日…

平
成
37
年
４
月
１
日
】

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
３
２

５
人
を
平
成
37
年
４
月
１
日
で
３
０

５
人
と
し
、
10
年
間
で
20
人
の
削
減

を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
削
減
率…

概
ね
６
％
）

①
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
組

織
づ
く
り
と
職
員
の
意
識
改
革
に
よ

る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
女
性
の
幅
広
い
登
用
を
含
め
、
職

員
年
齢
構
成
の
偏
り
に
配
慮
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
で
な
い
よ

う
計
画
的
な
職
員
の
採
用
を
目
指
し

ま
す
。

③
専
門
的
な
知
識
や
経
験
等
が
必
要

と
さ
れ
る
業
務
や
期
間
的
に
業
務
量

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
再

任
用
職
員
、
臨
時
職
員
等
を
雇
用
す

る
な
ど
、
多
様
な
任
用
形
態
を
目
指

し
ま
す
。

【
Ａ
１
】　

合
併
当
時
４
２
５
人
の

職
員
を
平
成
27
年
４
月
で
３
２
５
人

と
し
、
１
０
０
人
を
削
減
す
る
計
画

で
進
め
ら
れ
、
10
年
間
の
中
で
段
階

的
に
縮
減
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
専

門
的
な
知
識
、
経
験
を
必
要
と
す
る

部
署
も
あ
り
、
研
修
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
世
代
間
の
年
齢
構

成
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、

新
し
い
第
３
次
の
行
政
改
革
大
綱
に

お
い
て
、
職
員
年
齢
構
成
に
配
慮
し

た
採
用
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

【
Ａ
２
】
　
市
は
福
祉
事
務
所
の
設

置
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
県
内
の
町

村
で
は
、
長
島
町
と
屋
久
島
町
が
設

置
し
て
い
ま
す
。
財
源
の
措
置
が
特

別
交
付
税
で
交
付
さ
れ
る
た
め
、
福

祉
事
務
所
分
が
ど
れ
だ
け
交
付
さ
れ

る
の
か
が
分
か
ら
な
い
制
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。
職
員
の
削
減
を
行
い
な

が
ら
の
受
入
れ
と
な
る
た
め
、
慎
重

に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
県
と
の

協
議
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
Ａ
３
】　

退
職
者
数
に
対
し
て
採

用
者
数
が
少
な
く
、
厳
し
い
状
況
で

す
。
10
年
間
で
１
０
０
人
職
員
を
減

ら
す
こ
と
に
な
り
、
雇
用
の
面
か
ら

は
少
し
で
も
採
用
で
き
れ
ば
良
い
で

す
が
、
長
期
的
な
財
政
面
を
考
え
る

と
や
む
を
得
ず
削
減
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ
な
い
よ

う
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
Ａ
４
】　

こ
れ
ま
で
は
、
合
併
の

特
例
が
１
年
間
に
12
億
円
あ
り
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
か
ら
の
１
年
目
が

１
割
、
２
年
目
が
３
割
と
段
階
的
に

削
減
さ
れ
、
５
年
間
で
累
計
30
億
円

が
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、

財
政
的
に
相
当
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

支
所
の
数
な
ど
新
し
い
算
定
項
目
も

あ
り
ま
す
が
、
ど
の
程
度
の
交
付
が

あ
る
の
か
は
、
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
特
に
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
よ
り
税
収
が
減
る
方
向
に
あ

る
中
、
一
方
で
は
社
会
保
障
費
が
伸

び
続
け
て
い
る
た
め
、
国
に
対
し
て

も
地
方
の
交
付
税
を
確
保
す
る
働
き

か
け
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

【
Ａ
５
】　

こ
れ
ま
で
、
行
政
改
革

大
綱
に
基
づ
き
、
公
民
館
主
事
の
見

直
し
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
複
数
の
公

民
館
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
施
設

に
つ
い
て
は
、
当
面
現
状
を
維
持
し
、

１
区
１
公
民
館
の
施
設
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
第
３
次

の
行
政
改
革
大
綱
を
進
め
る
中
で
は
、

公
共
施
設
全
般
の
あ
り
方
が
課
題
と

な
っ
て
き
ま
す
。
現
在
指
定
管
理
を

行
っ
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
が
、

最
終
的
に
は
、
全
部
の
施
設
を
指
定

管
理
の
方
向
で
管
理
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
Ａ
６
】　

テ
ー
マ
が
絞
ら
れ
れ
ば
、

分
野
ご
と
に
関
係
の
課
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
国
よ
り
平
成
27
年

度
以
降
の
新
た
な
地
方
創
生
の
関
連

法
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
町
村
の

知
恵
比
べ
に
な
り
、
国
は
市
町
村
が

自
由
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
交
付
金

を
創
設
す
る
見
込
み
で
す
。
今
後
、

市
町
村
が
計
画
を
策
定
し
、
工
夫
、

や
る
気
の
あ
る
市
町
村
に
手
厚
く
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行　革　情　報

●
「
第
３
次
定
員
管
理
計
画

　
　
　
　
（
案
）
」
の
概
要
●

⑶
定
員
管
理
計
画（
案
）

基
本
的
な
考
え
方

１

取
組
方
針

４

計
画
期
間

２

計
画
の
目
標

３

【
Ｑ
２
】
　
県
か
ら
の
権
限
移
譲

に
伴
う
福
祉
事
務
所
の
設
置
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

【
Ｑ
３
】
　
職
員
の
採
用
を
踏
ま

え
た
定
員
管
理
計
画
の
考
え
方
に

つ
い
て
伺
う
。

【
Ｑ
４
】
　
普
通
交
付
税
が
５
年

間
で
段
階
的
に
減
ら
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

【
Ｑ
５
】
　
公
民
館
主
事
配
置
に

つ
い
て
伺
う
。

【
Ｑ
６
】
　
さ
つ
ま
町
の
持
っ
て

い
る
良
い
も
の
を
活
か
す
た
め
の

検
討
組
織
に
つ
い
て
伺
う
。

【
Ｑ
７
】
　
新
し
い
定
員
管
理
計

画
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
10
年
間

で
20
人
削
減
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

【
Ｑ
８
】
　
女
性
の
幅
広
い
登
用

を
掲
げ
て
あ
る
が
、
な
か
な
か
比

率
が
上
が
ら
な
い
。
女
性
の
潜
在

的
な
能
力
を
引
き
出
す
た
め
の
、

職
員
研
修
が
必
要
な
の
で
は
。

【
Ｑ
９
】
　
消
防
職
の
採
用
計
画

案
に
つ
い
て
伺
う
。

女
性
の
視
点
で

　
　 

町
長
に
提
言

町
女
性
い
き
い
き
推
進
会
議

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、

　
　
　
　
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

第９回

　

相
談
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
い
こ

と
を
知
り
な
が
ら
、
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
者
向
け
の
回
線
を
勧
め
た
こ
と
、
ま
た
、
工
事

料
は
代
理
店
が
負
担
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

交
渉
の
結
果
、
業
者
は
初
期
費
用
、
工
事
料
金
、

違
約
金
を
請
求
せ
ず
、
無
料
で
元
の
契
約
に
戻
し

従
来
の
利
用
料
金
と
の
差
額
を
返
金
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

相
談
者
は
、
業
者
の
勧
め
る
契
約
の
内
容
が
よ

く
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
安
く
な
る
な
ら
と
勧
め
ら

れ
る
ま
ま
に
応
じ
た
と
い
い
ま
す
。
通
信
サ
ー
ビ

ス
の
契
約
は
複
雑
で
、
し
か
も
電
話
で
勧
め
ら
れ

る
と
内
容
を
理
解
す
る
の
が
い
っ
そ
う
困
難
で
す
。

●
口
頭
で
も
契
約
は
成
立
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内

容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
場
で
す

ぐ
契
約
せ
ず
、
書
面
を
求
め
た
り
家
族
に
相
談

す
る
な
ど
慎
重
に
。

●
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
業
者
に
よ
っ
て
、
工
事
前

や
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
解
約
が
可
能
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
見
た
目
の
安
さ
で
判
断
せ
ず
、
自
分
の
利
用
目

的
に
あ
っ
た
料
金
プ
ラ
ン
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
カ
タ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

請
求
書
の
内
訳
も
き
ち
ん
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
定
期
間
の
契
約
継
続
を

前
提
に
料
金
が
割
引
に
な
っ
た
り
、
更
新
時
期

に
申
し
出
な
い
場
合
に
自
動
更
新
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※
通
信
サ
ー
ビ
ス
と
は
…
固
定
電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
回
線
（
光
回
線
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
、
プ
ロ

バ
イ
ダ
等
）
・
移
動
通
信
サ
ー
ビ
ス
（
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信
等
）

を
総
称
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
相
談
が

　
　

あ
り
ま
し
た

■
大
事
な
こ
と
は

事
例　

電
話
代
が
安
く
な
る
、
工
事
料
は
無
料
と

勧
め
ら
れ
光
電
話
に
変
え
た
。
請
求
書
が

届
い
た
が
工
事
料
が
請
求
さ
れ
電
話
代
も

さ
ほ
ど
安
く
な
っ
て
い
な
い
。
解
約
す
れ

ば
違
約
金
が
２
万
円
か
か
る
と
い
う
。
納

得
で
き
な
い
。
（
60
代
男
性
）

　
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
多
く
の
場
合
、
回
線
事

業
者
（
電
話
会
社
）
で
は
な
く
代
理
店
や
取
次

店
を
通
し
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

事
例
の
場
合

■
相
談
窓
口
の
ご
案
内
（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
電
話
相
談
の
場
合
↓
☎
（
53
）
１
１
１
１　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
３
３
１
）

　

高
齢
の
方
は
窓
口
か
ら
自
宅
な
ど
へ
訪
問
可
。

・
来
庁
の
場
合
↓
役
場
３
階
商
工
観
光
課
商
工
振

興
係
へ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
）

こまっちゃんの

消費生活
基礎講座

ほ
ん
と
う
に

「
安
く
」
な
る
の
？

知って
 得する
知って
 得する―

固
定
電
話
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
金
―
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◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
精
績
章

（
23
名
）

▼
中
央
分
団　

二
ツ
木
格
▼
川
原

分
団　

大
迫
智
己
▼
時
吉
分
団　

下
田
保
幸
▼
二
渡
分
団　

吉
田
昭

一
・
折
小
野
正
喜
・
徳
留
克
彦
▼

久
富
木
分
団　

中
山
忠
文
・
三
浦

辰
男
・
宇
都
宮
貞
二
・
上
村
一
美

▼
平
川
分
団　

岸
良
嘉
彦
・
井
上

貢
・
日
髙
克
己
▼
一
ツ
木
分
団　

中
村
浩
二
▼
鶴
田
分
団　

平
島
賢

一
▼
神
子
分
団　

野
屋
宏
▼
紫
尾

分
団　

王
子
野
雅
臣
▼
永
野
分
団

新
地
重
敏
・
森
山
隆
美
・
吉
原
弘

之
▼
求
名
分
団　

野
元
益
美
・
菊

野
祐
二
▼
南
求
名
分
団　

淵
脇
利

夫◎
鹿
児
島
県
知
事
表
彰(

40
年
勤
続)

（
２
名
）

▼
団
本
部　

原
田
則
光

　
　
　
　
　

竹
添
正
光

◎
鹿
児
島
県
知
事
表
彰(

10
年
勤
続)

（
10
名
）

▼
川
原
分
団　

﨑
本
政
豪
▼
山
崎

分
団　

末
吉
裕
二
▼
平
川
分
団　

原
田
幸
治
▼
鶴
田
分
団　

園
田
岳

志
▼
永
野
分
団　

兒
玉
嘉
之
▼
求

名
分
団　

山
内
光
幸
・
平
木
場
達

郎
・
新
屋
敷
邦
治
▼
南
求
名
分
団

満
園
正
輝
▼
中
津
川
分
団　

本
村

文
昭

◎
消
防
庁
長
官
感
謝
状
（
16
名
）

▼
元
虎
居
分
団　

帖
佐
純
徳
▼
元

時
吉
分
団　

下
市
博
彰
▼
元
山
崎

分
団　

末
吉
良
二
▼
元
二
渡
分
団

折
小
野
進
▼
元
久
富
木
分
団　

宇

都
山
幸
一
・
下
畝
浩
一
▼
元
平
川

分
団　

野
村
明
弘
▼
元
一
ツ
木
分

団　

井
上
清
海
・
中
村
浩
二
▼
元

神
子
分
団　

下
大
迫
廣
幸
・
木
場

浩
幸
▼
元
柏
原
分
団　

上
川
畑

繁
・
永
野
則
雄
▼
元
紫
尾
分
団　

宮
之
脇
茂
樹
▼
元
柊
野
分
団　

下

屋
敷
弘
明
▼
元
求
名
分
団　

中
尾

栄
優

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続(

25
年)

表
彰

（
５
名
）

▼
中
央
分
団　

有
馬
隆
志
・
白
川

智
康
▼
虎
居
分
団　

矢
野
秀
輝
▼

時
吉
分
団　

東
義
弘
▼
永
野
分
団

下
簗
敏
文

◎
薩
摩
支
部
永
年
勤
続(

15
年)

表
彰

（
９
名
）

▼
佐
志
分
団　

楠
原
重
孝
▼
山
崎

分
団　

田
上
勉
▼
二
渡
分
団　

森

山
淳
也
▼
泊
野
分
団　

帖
佐
勝
彦

▼
鶴
田
分
団　

東
郷
克
美
▼
柏
原

分
団　

中
村
幸
生
・
上
之
原
勝
己

▼
紫
尾
分
団　

舟
倉
直
人
▼
求
名

分
団　

川
内
優
紀

◎
さ
つ
ま
町
長
表
彰
（
11
名
）

▼
川
原
分
団　

﨑
本
政
豪
▼
山
崎

分
団　

末
吉
裕
二
▼
平
川
分
団　

原
田
幸
治
▼
白
男
川
分
団　

橋
口

義
和
▼
鶴
田
分
団　

上
埜
和
平
▼

永
野
分
団　

兒
玉
嘉
之
▼
求
名
分

団　

山
内
光
幸
・
平
木
場
達
郎
・

新
屋
敷
邦
治
▼
南
求
名
分
団　

満

園
正
輝
▼
中
津
川
分
団　

本
村
文

昭◎
さ
つ
ま
町
長
感
謝
状
（
18
名
）

▼
元
虎
居
分
団　

帖
佐
純
徳
▼
元

時
吉
分
団　

下
市
博
彰
▼
元
山
崎

分
団　

末
吉
良
二
▼
元
二
渡
分
団

折
小
野
進
▼
元
久
富
木
分
団　

宇

都
山
幸
一
・
下
畝
浩
一
▼
元
平
川

分
団　

野
村
明
弘
▼
元
一
ツ
木
分

団　

井
上
清
海
・
中
村
浩
二
▼
元

柏
原
分
団　

上
川
畑
繁
・
瀬
戸
口

和
德
・
永
野
則
雄
・
南
原
武
博
▼

元
紫
尾
分
団　

宮
之
脇
茂
樹
▼
元

柊
野
分
団　

下
屋
敷
弘
明
▼
元
求

名
分
団　

中
尾
栄
優
・
菊
野
祐

二
・
下
境
田
公
治

　

12
月
12
日
、
消
防
署
で
川
原
分

団
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
21
年
ぶ
り
に
更
新
し
た
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
町
消
防
団

で
は
唯
一
の
水
槽
付
き
の
車
両
で
、

１
，
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
積

載
で
き
、
火
災
現
場
到
着
後
す
ぐ

に
放
水
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

交
付
式
で
は
、
日
髙
町
長
か
ら

松
下
分
団
長
に
交
付
書
が
手
渡
さ

れ
、
分
団
長
は
「
こ
れ
を
機
に
さ

ら
に
訓
練
に
励
む
と
と
も
に
、
地

域
か
ら
火
災
が
発
生
し
な
い
よ
う

予
防
消
防
に
努
め
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、
新
春
恒
例
の
消
防

出
初
式
が
、
宮
之
城
総
合
運
動
公

園
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
消
防
団
員
や
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
な
ど
約
６
０
０
人
が
参

加
し
て
、
今
年
一
年
が
災
害
の
な

い
年
で
あ
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、

防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
日
髙
町
長
が
「
国
内

外
で
発
生
し
て
い
る
大
規
模
災
害

の
教
訓
を
身
近
な
も
の
と
し
て
捉

え
、
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
さ
つ
ま
町
の
実
現
に
向

け
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

消
防
団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
に
対
し
て
功

績
の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
力
強
い
分
列
行
進
や

規
律
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章

（
２
名
）

▼
団
本
部　

丸
尾
省
吾

　
　
　
　
　

長
福
次
美

◎
日
本
消
防
協
会
功
績
章
（
１
名
）

▼
団
本
部　

末
吉
義
人

◎
日
本
消
防
協
会
精
績
章
（
２
名
）

▼
団
本
部　

竹
添
正
光

　
　
　
　
　

丸
尾
省
吾

◎
日
本
消
防
協
会
勤
続
章（

５
名
）

▼
一
ツ
木
分
団　

井
上
清
海
・
一

ツ
木
了
▼
鶴
田
分
団　

市
成
守
▼

神
子
分
団　

大
野
弘
▼
柏
原
分
団

瀬
戸
口
和
德

◎
鹿
児
島
県
消
防
協
会
功
績
章

（
15
名
）

▼
虎
居
分
団　

榎
園
正
之
▼
川
原

分
団　

鍋
田
孝
▼
佐
志
分
団　

福

山
恵
三
▼
山
崎
分
団　

米
増
睦

夫
・
牧
田
学
▼
二
渡
分
団　

折
小

野
進
▼
久
富
木
分
団　

木
下
和
彦

▼
泊
野
分
団　

肝
付
兼
一
▼
柊
野

分
団　

下
屋
敷
弘
明
▼
永
野
分
団

上
別
府
裕
人
・
髙
橋
誠
芳
▼
南
求

名
分
団　

上
囿
勉
・
米
丸
文
武
・

愛
甲
隆
一
・
川
上
勝
男

幼年消防クラブ・誓いのことば

町長らによる観閲

交付された水槽付消防ポンプ自動車
幼年消防クラブ、元気いっぱいの号令幼年消防クラブによる規律訓練

ポンプ操法（ポンプ自動車）の様子

薩摩方面隊による規律訓練

ポンプ操法（小型ポンプ）

平成27年平成27年

消防出初式消防出初式
一
年
の
無
火
災

　

無
災
害
を
祈
願

川
原
分
団

消
防
車
交
付
式



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

２
校
で
交
流
給
食

生
産
者
に
学
ぶ

盈
進
小
児
童
が
全
力
疾
走

河
川
敷
で
持
久
走

人
権
の
花
運
動
閉
会
式

ひ
ま
わ
り
を
育
て
人
権
を
学
ぶ

柊
野
ひ
が
ん
花
祭
り

お
も
て
な
し
の
心

評
価
さ
れ
る

か
わ
な
べ

　

青
の
俳
句
大
会

南
九
州
市
長
賞
受
賞

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

　

町
を
盛
り
上
げ
る

さ
つ
ま
カ
ッ
プ

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

キ
ノ
コ
の

　

コ
マ
打
ち
体
験
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12
月
17
日
、
県
庁
知
事
室
で
平

成
26
年
度
観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運

動
会
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
柊
野

ひ
が
ん
花
祭
り
実
行
委
員
会
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
観

光
客
を
温
か
く
親
切
に
迎
え
る

「
観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動
」
の

一
環
で
、
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た

お
も
て
な
し
や
き
れ
い
な
観
光
地

づ
く
り
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

柊
野
ひ
が
ん
花
祭
り
実
行
委
員

会
は
、
ひ
が
ん
花
の
植
栽
を
20
年

ほ
ど
前
か
ら
計
画
的
に
始
め
、
平

成
11
年
か
ら
ひ
が
ん
花
祭
り
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
を
あ
げ
て
の
植
栽
管
理
や

清
掃
活
動
、
地
元
小
学
生
の
歴
史

観
光
案
内
、
婦
人
会
に
よ
る
郷
土

料
理
の
ふ
る
ま
い
な
ど
、
住
民
一

体
と
な
っ
た
お
も
て
な
し
が
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
田
小
学
校
５
年
生
の
神
上
園

隆
晴
さ
ん
が
、
第
16
回
南
九
州
か

わ
な
べ
青
の
俳
句
大
会
で
南
九
州

市
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

神
上
園
さ
ん
は
「
サ
ッ
カ
ー
の

試
合
の
様
子
を
俳
句
に
し
ま
し
た
。

受
賞
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
俳
句
は
自
分
で
考
え
て
作

れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

青
の
俳
句
大
会
は
６
４
，
４
７

７
人
か
ら
１
１
８
，
２
３
４
句
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

　

第
２
回
さ
つ
ま
カ
ッ
プ
高
校
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
（
町

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
、
町
観

光
特
産
品
協
会
共
催
）
が
12
月
13

日
か
ら
14
日
ま
で
宮
之
城
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
10
校
、

県
外
６
校
（
宮
崎
、
熊
本
、
長

崎
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
校
は
い
ず
れ
も
強
豪
校
で
、

全
国
大
会
に
出
場
す
る
学
校
も
含

ま
れ
て
お
り
、
見
応
え
の
あ
る
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
技
術
向
上
と
、
交
流
人
口
の
拡

大
で
町
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

周
辺
で
は
町
特
産
品
の
販
売
も
行

わ
れ
、
お
土
産
と
し
て
購
入
す
る

な
ど
関
係
者
に
盛
況
で
し
た
。

　

12
月
20
日
、
キ
ノ
コ
の
コ
マ
打

ち
体
験
が
時
吉
地
区
に
あ
る
木
の

子
の
楽
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
塾
生
18
人
は
、
普
段

食
べ
て
い
る
シ
イ
タ
ケ
の
生
育
に

つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
穴
を
開
け

た
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
の
コ
マ
を
打

ち
つ
け
る
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

雨
が
ち
ら
つ
く
寒
い
中
、
塾
生
た

ち
は
コ
マ
の
打
ち
そ
こ
な
い
が
な

い
か
を
十
分
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら

作
業
を
し
ま
し
た
。

　

シ
イ
タ
ケ
は
コ
マ
打
ち
を
行
っ

て
か
ら
、
ふ
た
夏
過
ぎ
た
冬
に
生

え
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
塾
生

は
コ
マ
打
ち
を
し
た
原
木
を
持
ち

帰
り
、
家
庭
で
の
キ
ノ
コ
栽
培
に

挑
戦
し
ま
す
。

　

12
月
３
日
、
永
野
小
学
校
で

５
・
６
年
生
を
対
象
に
、
ま
た
、

12
月
10
日
に
は
、
求
名
小
学
校
で

６
年
生
を
対
象
に
生
産
者
と
の
交

流
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
給
食
で
使
用
す
る
地

元
産
物
の
生
産
者
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
、
町
を
知
っ
て
興
味
を

持
ち
、
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
町

主
催
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

永
野
小
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
生

産
者
の
楠
木
園
建
雄
さ
ん
（
鶴

田
）
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘
り
上

げ
た
状
態
で
持
参
し
、
児
童
た
ち

に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
栽
培
方

法
や
特
徴
な
ど
、
児
童
か
ら
多
く

の
質
問
が
出
さ
れ
、
楠
木
園
さ
ん

は
分
か
り
や
す
く
答
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
の
給
食
で
は
、
楠
木

園
さ
ん
と
一
緒
に
肉
じ
ゃ
が
を
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

求
名
小
で
は
、
茶
生
産
者
の
熊

田
孝
治
さ
ん
と
娘
の
明
日
香
さ
ん

（
求
名
）
が
来
校
し
、
お
茶
の
栽

培
方
法
や
歴
史
、
有
効
成
分
の
効

能
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
急

須
を
使
っ
た
美
味
し
い
お
茶
の
入

れ
方
を
教
わ
り
な
が
ら
実
践
し
、

自
分
た
ち
で
入
れ
た
お
茶
を
み
ん

な
で
飲
み
ま
し
た
。
給
食
で
は
、

熊
田
さ
ん
親
子
と
一
緒
に
、
緑
茶

入
り
の
シ
イ
タ
ケ
天
ぷ
ら
を
味
わ

い
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
、
虎
居
地
区
の
川
内

川
河
川
敷
で
盈
進
小
学
校
の
持
久

走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
実
施
し
て
い
る
水
防
災

河
川
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、

川
内
川
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に

昨
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
、
各
学
年
男
女
別
に
河

川
敷
を
走
り
、
訪
れ
た
保
護
者
や

地
元
の
方
の
応
援
を
受
け
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
平
川
小
学
校
体
育

館
で
人
権
の
花
運
動
閉
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
平
川
小
が
人
権
の
花

運
動
の
指
定
校
と
な
っ
た
た
め
、

４
月
に
開
会
式
、
５
月
に
ひ
ま
わ

り
の
種
ま
き
、
11
月
に
種
の
収
穫

を
行
い
、
ひ
ま
わ
り
を
育
て
な
が

ら
命
の
尊
さ
・
や
さ
し
い
心
・
思

い
や
り
の
心
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
平
川
小
児
童
全
員
に

よ
る
歌
「
世
界
が
一
つ
に
な
る
ま

で
」
が
披
露
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い

歌
声
が
体
育
館
に
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。
児
童
の
取
組
に
対
し
、
川

内
地
方
法
務
局
よ
り
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
児
童
か
ら
は
収
穫
し
た

ひ
ま
わ
り
の
種
を
次
の
指
定
校
に

渡
す
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

２
年
生
の
東
紗
菜
さ
ん
は
「
ひ

ま
わ
り
は
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
さ

せ
て
く
れ
る
や
さ
し
い
花
、
平
川

小
学
校
に
笑
顔
を
く
れ
る
花
で
す
。

わ
た
し
は
ひ
ま
わ
り
の
花
が
大
好

き
で
す
」
と
花
を
育
て
た
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

児童に話をする楠木園さん（永野小）

美味しいお茶入れに挑戦（求名小）

試合の様子

受賞した神上園さん

児童による歌の披露

町長室に報告に訪れた中山委員長（左）

　徳丸直子さん（介

護老人保健施設クオ

リエ入所中）が「直

子のつれづれ日記」

を出版されました。

幼い頃から小児脳性

まひと闘ってきた徳

丸さんが、日々の暮

らしや病気のこと、

ご両親への思いをつ

づった日記です。

　今回、宮之城中学校と町図書室（屋地楽

習館、鶴田図書館、こども図書館）、役場

福祉課に本を寄贈されました。図書室では

貸出も行っていますので、ご覧ください。

説明を受けるさつまふるさと体験塾生 ひまわりの種を贈呈する児童感謝状と人権イメージキャラクターの
ぬいぐるみを手にする児童

ゴールを目指して一生懸命走りました

寄
贈

徳丸さんの日記が
本になりました

ス
ル
ー
パ
ス

　
友
の
シ
ュ
ー
ト
へ

　
　
　
　 

つ
な
ぐ
夏

し
ゃ
な

り
ゅ
う
せ
い
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介
護
施
設
で
演
奏

薩
摩
中
央
高
校
生

　
音
色
を
届
け
る

青
年
団
員
が

 

サ
ン
タ
に
変
身

子
ど
も
に
夢
届
け
る

多
く
の
人
で
賑
わ
う  

宮
之
城
暮
市
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１
月
４
日
、
町
成
人
式
が
宮
之
城
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
１
２
人
の
新
成
人
が
参
加

し
、
多
く
の
来
賓
・
関
係
者
に
見
守
ら

れ
大
人
の
仲
間
入
り
の
祝
福
を
受
け
ま

し
た
。

　

式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
参
加
者

が
各
出
身
中
学
校
の
校
歌
を
斉
唱
す
る

「
第
４
回
中
学
校
対
抗
校
歌
歌
合
戦
」

が
行
わ
れ
、
薩
摩
中
学
校
が
優
勝
し
、

４
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恩
師
激
励
の
こ
と
ば
と
し
て
、

中
学
３
年
時
の
担
任
の
先
生
６
人
が
、

新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
、
介
護
老
人
保
健
施

設
ク
オ
リ
エ
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

行
わ
れ
、
薩
摩
中
央
高
校
吹
奏
楽

部
員
９
人
が
施
設
の
入
所
者
や
通

所
者
に
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
曲
目
が
演
奏
さ
れ
、
美

空
ひ
ば
り
さ
ん
の
メ
ド
レ
ー
で
は

部
員
が
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
を
披

露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

部
長
の
橋
口
彩
華
さ
ん
（
普
通

科
２
年
）
は
「
皆
さ
ん
が
手
拍
子

を
し
た
り
涙
を
流
し
た
り
し
て
く

れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
部
は
施
設
等
へ
の
訪
問
演
奏

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
薩
摩
中
央
高
校
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
24
日
、
町
青
年
団
主
催
で

３
回
目
と
な
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

大
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
町
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
届
け
る
た
め
に
、

団
員
19
人
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と

な
り
、
15
軒
の
お
宅
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
届
け
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
登
場
に
び

っ
く
り
し
た
り
泣
き
出
し
た
り
す

る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
も
ら
う
と
み
ん
な
ニ
コ

ニ
コ
の
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

団
長
の
福
島
さ
ん
は
「
子
ど
も

た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
い
つ
か
自

分
や
団
員
が
親
に
な
っ
て
申
し
込

む
、
そ
し
て
懐
か
し
む
、
そ
ん
な

事
業
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
宮
之
城
暮
市
が
12

月
27
日
、
盈
進
小
学
校
前
町
道
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
り
は
多
く
の
露
店
が
連
な
り
、

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
宮
之
城
屋
地
と

虎
居
商
店
街
で
は
、
百
縁
祭
（
百

円
商
店
街
）
が
開
催
さ
れ
、
街
な

か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
空

き
店
舗
を
利
用
し
た
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

商
店
街
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

サンタクロースに変身した青年団員

せ

い

じ

ん

クリスマス会での演奏の様子

新成人の主張
山内優雅さん

成人式実行委員の皆さん

Ｑ．実行委員をする前の成人式に対

　するイメージは？　　　

・ただ参加をして、話を聞いているだけの
イメージ。　

・すごくかしこまった式。

Ｑ．実行委員をやり遂げた後の成人

　式のイメージは？
・新成人を中心に式を作り上げ、自分たち

らしい成人式になりました。
・みんなで協力しないと成人式は成り立た

ないことが分かりました。

Ｑ．実行委員を経験して何か変わり

　ましたか？
・地元に対する思いが強くなりました。
・団結力が生まれました。
・成人になったという自覚と共に、さつま

町のことを深く考えるようになりました。

Ｑ．実行委員をして良かったことは？
・今まで交流の無かった地域の人たちと仲

良くなれました。
・一生に一度の成人式で大役を務め、とて

も貴重で大切な思い出となりました。

Ｑ．来年（平成28年）成人式を迎える

　方へメッセージをお願いします。

　　成人したら大人の仲間入りなので、今ま

　でよりも自分の行動に責任を持って行動を

　するよう心がけてください。

薩摩中学校出身者の校歌斉唱

新成人の主張
森園礼美さん

謝辞を述べる
岩元謙太さん

収穫した芋を丁寧に洗います

原料の芋掘りでは地元の方々にご協力いただきました

多くの買い物客が訪れました

薩摩中４連覇！薩摩中４連覇！

祝祝

平
成
27
年 

成
人
式

成人式

Ｑ ＆ Ａ

　

新
成
人
が
酒
造
や
蔵
元
と
協

力
し
成
人
式
に
併
せ
、
祝
賀
会

で
飲
む
焼
酎
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
「
19
歳
の
焼
酎
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
新
成
人
が
焼
酎
造

り
を
通
し
て
地
元
の
方
々
と
交
流
し
、
故
郷

の
焼
酎
文
化
や
お
酒
の
ル
ー
ル
と
た
し
な
み

方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

作
成
し
た
焼
酎
は
、
新
成
人
た
ち
で
ラ
ベ

ル
の
デ
ザ
イ
ン
も
考
え
、
「
誓
仁
」
と
名
づ

け
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
な
か
な
か
出
来
な

い
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
も
っ
と
参
加

者
を
増
や
し
、
地
元
と
新
成
人
を
繋
ぐ
良
い

機
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

19
歳
の
焼
酎
「
誓
仁
」
完
成

大
人
の
仲
間
入
り

■ 実行委員に聞きました ■
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初
せ
り
式

公
設
地
方
卸
売
市
場

交
通
安
全
を
願
っ
て

1
万
人
立
哨
実
施

第
62
回 

新
春
泳
ぎ
初
め

雪
降
る
川
内
川
で
初
泳
ぎ

き
ん
か
ん
食
べ
て
元
気
に

「
開
運
き
ん
か
ん
」
で
開
運
願
う

食
べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
ね

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
が
お
弁
当
に
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１
月
５
日
、
上
之
原
あ
ゆ
み
さ

ん
（
柏
原
）
が
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
弁
当
作
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
頭
は
た
け

の
こ
、
ち
く
わ
と
キ
ュ
ウ
リ
で
竹

を
イ
メ
ー
ジ
、
ニ
ン
ジ
ン
で
町
木

の
も
み
じ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

た
け
の
こ
は
も
ち
ろ
ん
さ
つ
ま
町

産
で
す
。

　

お
弁
当
は
出
来
上
が
る
ま
で
約

２
時
間
か
か
り
、
上
之
原
さ
ん
は

「
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
お
弁
当
は
、
１
月

18
日
の
南
日
本
新
聞
紙
上
で
「
キ

ャ
ラ
弁
ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
記
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
23
日
、
薩
摩
中
学
校
で
北

さ
つ
ま
農
協
金
柑
専
門
部
会
（
薗

田
武
德
会
長
ほ
か
21
人
）
に
よ
る

「
開
運
き
ん
か
ん
」
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
の
特
産
で
あ
る
ハ

ウ
ス
き
ん
か
ん
を
食
べ
て
風
邪
の

予
防
と
高
校
受
験
を
控
え
た
中
学

３
年
生
の
開
運
を
願
っ
た
も
の
で
、

町
内
の
中
学
校
に
「
開
運
き
ん
か

ん
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
し
て
い

る
ハ
ウ
ス
き
ん
か
ん
約
７
０
０
個

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
部
会
で
は
栽
培
面
積
４
．
８

ha
で
、
今
年
は
85
ト
ン
の
販
売
を

見
込
ん
で
お
り
、
主
に
県
外
に
出

荷
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

代
表
で
開
運
き
ん
か
ん
を
受
領

し
た
薩
摩
中
３
年
の
小
田
原
海
永

さ
ん
は
「
神
社
で
合

格
祈
願
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
の
で
、
３
年
生
も

も
っ
と
受
験
勉
強
を

頑
張
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
お
い
し
い
き
ん

か
ん
を
食
べ
て
、
志

望
校
に
全
員
合
格
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
終
了
後
は
３
年
生
の
教

室
で
生
産
者
を
交
え
た
交
流
給
食

も
行
わ
れ
、
生
徒
は
３
Ｌ
サ
イ
ズ

の
開
運
き
ん
か
ん
を
口
い
っ
ぱ
い

に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

正
月
の
恒
例
行
事
の
新
春
泳
ぎ

初
め
が
１
月
１
日
、
宮
都
大
橋
上

流
の
川
原
町
河
川
敷
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
年
の
健
康
と
安
全

を
祈
願
す
る
も
の
で
、
さ
つ
ま
町

の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
回
で
62
回
目
を
迎

え
る
歴
史
あ
る
こ
の
行
事
は
、
昭

和
29
年
に
当
時
の
宮
之
城
高
校
水

泳
部
の
顧
問
だ
っ
た
東
郷
先
生
の

発
案
で
、
同
校
の
水
泳
部
が
虎
居

橋
を
く
ぐ
っ
て
川
内
川
を
泳
い
だ

の
が
始
ま
り
で
す
。

　

今
年
は
７
歳
（
小
学
１
年
生
）

か
ら
72
歳
ま
で
の
男
女
約
１
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日

は
、
横
な
ぐ
り
の
雪
と
寒
風
が
吹

き
抜
け
、
気
温
３
度
、
水
温
８
．

５
度
と
い
う
例
年
に
な
い
厳
し
い

寒
さ
の
中
、
厳
粛
な
神
事
に
続
き
、

参
加
者
た
ち
は
真
冬
の
川
内
川
に

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
覚

悟
を
決
め
た
参
加
者
た
ち
が
続
々

と
川
に
入
る
中
、
入
る
直
前
に
水

辺
で
一
瞬
た
め
ら
い
、
気
合
い
を

入
れ
直
し
て
か
ら
飛
び
込
む
姿
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
勇

姿
を
一
目
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
見

物
者
か
ら
は
盛
ん
に
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
、
参
加
者
を
励
ま
し

ま
し
た
。

　

新
年
の
初
泳
ぎ
を
終
え
、
震
え

な
が
ら
川
か
ら
上
が
っ
た
参
加
者

た
ち
は
、
地
元
公
民
会
が
準
備
し

た
た
き
火
を
囲
み
な
が
ら
、
振
る

舞
わ
れ
た
熱
々
の
ぜ
ん
ざ
い
で
冷

え
切
っ
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

雪
ま
じ
り
の
強
風
が
吹
き
荒
れ

る
中
、悲
鳴
に
も
似
た
歓
声
や
笑
い

声
が
響
き
渡
り
、
に
ぎ
や
か
に
始

ま
っ
た
川
内
川
の
年
明
け
で
し
た
。

　

１
月
５
日
、
船
木
地
区
に
あ
る

公
設
地
方
卸
売
市
場
で
新
春
恒
例

の
初
せ
り
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

紺
屋
副
町
長
か
ら
昭
和
53
年
の

開
設
以
来
、
町
民
の
食
生
活
に
安

心
安
全
な
食
料
品
を
提
供
さ
れ
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
今
後
も

引
き
続
き
公
設
市
場
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

支
援
し
て
い
き
た
い
と
い
う
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
業
者
や
町
関
係
者

ら
が
三
本
締
め
を
し
て
今
年
一
年

の
商
売
繁
盛
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
取
引
開
始
を
告
げ
る

鐘
が
鳴
る
と
、
目
当
て
の
商
品
を

求
め
る
買
受
人
の
威
勢
の
良
い
か

け
声
が
市
場
内
に
響
い
て
い
ま
し

た
。

　

１
月
20
日
（
交
通
安
全
の
日
）
、

県
下
に
お
け
る
交
通
事
故
死
者
数

の
増
加
に
伴
い
、
県
下
１
万
人
立

哨
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
安
全
推
進
機
関

だ
け
で
な
く
、
広
く
町
民
の
皆
様

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
更
な

る
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
通
学
や
出
勤
途
中
の

児
童
・
生
徒
・
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続々と川に入る参加者

子どもも大人も頑張りました

目当ての商品を求める買受人

きんかんを頬張る生徒 宮之城鉄道記念館前での立哨

左から薗田会長と小田原さん

報告に訪れた関係者

お弁当を手にする上之原さん

◀
お
い
し
そ
う
な
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
弁
当

体を慣らして極寒の川へ白鳥さんも泳ぎに来ました

　

１
月
９
日
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
第
28
回
全

国
都
道
府
県
対
抗
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
に
本
町
か
ら
鹿
児
島

県
選
抜
と
し
て
出
場
し
た
監
督
と

選
手
３
人
が
、
町
長
へ
結
果
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
12
月
25
日
か
ら
28

日
ま
で
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
、
48

チ
ー
ム
（
都
道
府
県
代
表
47
、
開

催
地
１
）
で
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
代
表
は
、
優
勝
し
た

長
崎
県
代
表
に
準
決
勝
で
惜
し
く

も
敗
れ
ま
し
た
が
、
見
事
全
国
第

３
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

県
選
抜
を
率
い
た
古
田
康
洋
監

督
（
宮
之
城
中
学
校
教
諭
）
は
、

町
長
や
教
育
長
に
対
し
て
、
９
年

ぶ
り
の
第
３
位
と
い
う
成
績
と
、

出
場
し
た
選
手
た
ち
の
活
躍
ぶ
り

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

《
出
場
し
た
選
手
》
敬
称
略

宮
之
城
中
３
年　

川
﨑　

健
太
朗

宮
之
城
中
３
年　

花
園　

敦
史

鶴
田
中
３
年　

西
田　

成
希

全
国
第
３
位
お
め
で
と
う
！

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
選
抜

り
っ
し
ょ
う

か
い
と

ルビ１
あり

ルビ１
あり

フ

ー

ド



運動時間(月曜日～日曜日）

300

400

500

600

700

800

900

1000
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(分)

全国 県 さつま町

１ オープニング　

　　津軽三味線（友好交流町・青森県鶴田町）

　　下手鷹踊り（求名）

２ 開会行事　

　　町民憲章朗読ほか

３ 10周年記念特別表彰

４ 未来に向かって　
　　10年後の君へ（町内全小学校14校）

　　未来のさつま作文最優秀賞発表

　　未来への誓いの言葉（小学生５人）

５ 郷土芸能発表　　

　　増田周袈裟女（友好交流町・中種子町）

22広報さつま23 広報さつま

　

文
部
科
学
省
は
、
子
供
の
体
力
の
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
た
め

に
、
「
全
国
体
力
･
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」
を
小
学
校
５
年
･
中
学

校
２
年
を
対
象
に
全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
握
力
・
長
座
体
前
屈
・
50
ｍ

走
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
８
〜
９
種
目
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
つ
ま
町
の
明
日
を
担
う
子
供
た
ち
の
体
力
や
運
動
能
力
は
ど
の
よ
う
な
結

果
で
し
ょ
う
？
そ
の
結
果
と
学
校
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

小学校は８種目中、男子７種目、女子６種目、中学校は９種目中、男子は６種目、
女子は８種目、全国を上回っており、この学年の児童生徒は、体力・運動能力をあ
る程度バランスよく身に付けているといえます。

１　

小
･
中
学
校
と
も
子
供
た
ち
が
運
動
の
喜

　

び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
汗
を
か
く
ほ
ど

　

の
運
動
量
の
あ
る
体
育
の
授
業
の
実
施
に
努

　

め
て
い
ま
す
。

２　

全
て
の
学
校
が
「
一
校
一
運
動
」
と
し
て
、

　

な
わ
と
び
・
か
け
足
・
一
輪
車
・
竹
馬
な
ど

　

学
校
の
実
態
に
応
じ
た
運
動
を
設
定
し
て
、

　

１
年
間
通
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３　

県
教
育
委
員
会
が
、
仲
間
と
楽
し
く
集
団

　

で
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
種
目
を

　

申
告
し
な
が
ら
ラ
ン
キ
ン
グ
を
競
う
「
体
力

　

ア
ッ
プ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ご
し
ま
」
を
推
進

　

し
て
お
り
、
町
内
各
小
学
校
も
取
り
組
ん
で

　

い
ま
す
。
中
津
川
小
学
校
は
、
平
成
25
年
度

　

学
校
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
町
教
委
で
は
、

　

「
さ
つ
ま
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
設
け
、
町
内
で

　

の
積
極
的
な
取
組
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

４　

運
動
時
間
を
全
国
や
県
と
比
較
し
て
み
る

　

と
、
運
動
時
間
の
多
い
集
団
が
多
く
な
っ
て

　

い
ま
す
。
休
み
時
間
に
体
を
動
か
す
遊
び
や

　

ス
ポ
ー
ツ
を
多
く
の
子
供
た
ち
が
や
っ
て
い
る

　

こ
と
が
結
果
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。　

５　

中
学
生
の
運
動
部
活
動
へ
の
加
入
率
が
４
中

学
校
平
均
で
71
．
２
％
。
県
の
平
均
が
66
％
で

す
の
で
、
中
学
生
に
お
い
て
は
運
動
部
活
動
で

体
を
鍛
え
て
い
る
生
徒
の
割
合
が
多
い
と
い
え

そ
う
で
す
。
薩
摩
中
学
校
は
平
成
25
年
度
か
ら

２
年
間
、
県
の
体
力
向
上
の
研
究
指
定
を
受
け

て
、
教
科
や
生
徒
会
で
の
取
組
･
家
庭
と
連
携

し
た
取
組
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

１　

運
動
す
る
子
と
し
な
い
子
の
二
極
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
運
動
の
苦
手
な
子
供
に
運
動
の
楽

し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
働
き
か
け
を
今
後
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

２　

歩
い
て
登
下
校
す
る
か
車
で
す
る
か
で
、
運

動
量
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
ま
す
。
ゲ
ー
ム
遊

び
に
よ
る
戸
外
で
の
体
を
動
か
す
遊
び
の
減
少

も
含
め
、
体
を
動
か
す
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、

家
庭
と
学
校
が
連
携
し
た
取
組
が
必
要
で
す
。

一校一運動（竹馬運動）の取組　　
【中津川小学校】

体育授業（跳び箱運動）の様子
【鶴田小学校】

　「さつま町」誕生から１０年目を迎え、これまでの１０年を振り返り、

そして未来に向けた取組を推進していくため記念式典を開催します。

　また、人々が織りなす元気で快適な活力ある町という将来像に向かっ

て、あらゆる世代、あらゆる価値観を持った人々が一堂に会し、共に知

恵を出し、共に学び、生きがいをもって暮らせる健やかな福祉社会の実

現をめざし、第１０回目となる町民大会を同時開催します。

さつま町１０周年記念式典
第１０回   さつま町民大会

と　き　　平成２７年 ２月１５日（日）　
ところ　　宮之城文化センター

【
学
校
の
取
組
】

【
課
　
題
】

子
供
た
ち
の
体
力
は
今

…
…

平
成
26
年
度
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」
結
果
か
ら

小学校５年生・中学校２年生の実態

平成26年度　全国体力・運動能力、運動習慣等調査（体力）結果
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さつま町
全国平均【小学校５年男子】
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さつま町
全国平均【小学校５年女子】
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【中学校２年男子】
さつま町
全国平均
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【中学校２年女子】
さつま町
全国平均

大鍋（写真はイメージです）大鍋（写真はイメージです）

さつまる
ちゃん

はな
ちゃん

倍賞 千恵子 さん

ゆるキャラ   ステージショー

町民大会 

第１部

12：20～

１０周年記念式典
９：30～１２：００（受付 9：00～）

第２部
１４：００～１６：１５

「歌うこと、演じること、そして生きること」

★記念講演　１５：００～１６：１５

★福祉団体フリーマーケット
　　　　　　＆　特産品販売

10：00～14：40　武道館前駐車場

福祉マーケット、特産品、キャラクターグッズ、
薩摩中央高校、商工会、10周年記念切手　他

★生涯学習作品展示
２月10日（火）～22日（日）

宮之城文化センター１階ロビー

★大鍋振る舞い

12：00～　武道館前駐車場
　
※1,000食限定！（無料）

高尾野いも煮会と菜々小町による絶品鍋の競演

１ 生涯学習発表
　　ことぶき大学童謡クラブ＆鶴田幼稚園

　　さつま町青少年育成町民会議、さつま町青年団

２ 生涯学習団体表彰
　　さつま美術展、読書感想文・感想画コンクール、

　　学校花だんコンクール

　　親子でつくろう我が家のルール標語

３ 記念講演　

　　倍賞千恵子さん

　　「歌うこと、演じること、そして生きること」

下手鷹踊り

★ゆるキャラ   ふれあい
　　11：00～　武道館前駐車場

★ゆるキャラ   ステージ
　　12：20～　宮之城文化センター

合計９体の

キャラクターが

大集合！

つるのしん

お茶
むらい

栗太郎

Ｒ

Ｒ

Ｒ

ますだしゅうけさじょ



鹿児島県
(全国4位)

沖縄県
(全国最下位)

全国平均 98.2

65.8
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脳卒中死亡率（対人口10万人　出典:平成23年人口動態統計）

145.2

24広報さつま25 広報さつま

【屋地楽習館図書室】

※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！
　詳しくは各図書室へお尋ねください。
　（出版社の了承を得て掲載しております。）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館～えほんの森～　☎57-1202

　　　　　　　　　・鶴田中央公民館図書室　　☎53-1111（内線4412）・屋地楽習館図書室　　　　　　☎53-1994 　

新着本

Ｌｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　ＲｅａｄｉｎｇＬｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　Ｒｅａｄｉｎｇ図書室へ行こう!!図書室へ行こう!!

　江戸後期、勘定方の青年・印南新

六と吉乃は、お互いを想いながらも

同じ道を歩めなかった。新六は陰な

がら吉乃を支えようとするが、藩内

の派閥騒動に翻弄される。武士とし

ての生き様と哀切を描く時代小説。

風花帖 一年中大好き！
　手作りチョコ

ネイマール  
ピッチでくりだす魔法

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

【鶴田中央公民館図書室】

春へつづく

　「ブラジルの宝石」と呼ばれるサッカ

ーブラジル代表の不動のエース、ネイマ

ール。世界中のサッカーファンを魅了す

る彼は、貧しい家庭に生まれたものの、

持ち前の明るさと努力、家族の愛情に支

えられて素晴らしい選手に成長する。

びっくりこたつ
新井 洋行 作 

（講談社）【絵本】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

☎（
53
）１
１
１
１（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

葉室 麟 著 （朝日新聞出版）

【一般書】

えりまきの花
中島 和子 作　

いもと ようこ 絵
（ひかりのくに）

【絵本】

加藤 千恵 著

（ポプラ社）

【ヤングアダルト】

（ブティック社）
【一般書】

訂
正
前　
２
段
目
16
行
目
〜
21
行
目

「
こ
の
湯
田
八
幡
宮
の
祭
礼
と
し
て
現
在
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

旧
暦
の
９
月
25
日
に
は
神
輿
濱
下
り
と
い
う
祭
礼
が
行
わ
れ
…
先
導

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
」

訂
正
後　

「
こ
の
湯
田
八
幡
宮
の
祭
礼
の
中
で
、
神
輿
濱
下
り
が
行
わ
れ
、
こ

の
時
に
「
怒
猊
」
と
言
わ
れ
る
獅
子
の
頭
と
赤
絹
で
お
お
っ
た
も
の

が
神
輿
を
先
導
し
ま
す
。
か
つ
て
は
旧
暦
の
９
月
25
日
に
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
10
月
10
日
に
近
い
日
曜
日
に
例
祭
と
と
も
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
」

訂
正
と
お
詫
び

例年、秋の読書週間に合わせて開催している「読書感想文・感想画コンクール」に、今回もたくさんの作品
をご応募いただきました。入賞者のうち、最優秀賞に選ばれた方を次のとおり発表いたします。（敬称略）

　12月20日（土）に、こども図書館～えほんの森～で「おはなしの部屋
スペシャル」を開催しました。クリスマスにちなんだ絵本の読み聞かせ
や、お正月をテーマにした紙芝居の上演を行い、楽しい時間を過ごすこ
とが出来ました。さつまるちゃんも遊びに来てくれて、第30回国民文化
祭のテーマソング「タイムカプセル」に合わせて全員でダンスもしまし
た！子どもたちはすぐに振り付けを覚えてくれて、楽しく踊ることが出
来ました。参加いただいた皆さん、ありがとうございました！

しび保育園年長
上之原　魁斗

流水小２年
福田　美也

流水小３年
竪山　蓮

求名小５年
山﨑　晟時

なんだこりゃー！

おかあさん、
早く帰ってきて

月夜に、みみずくに
会えた！

鶴田中１年
長住　夏帆

進む銀河鉄道

えらい小さな子

部　門 学校・学年・氏名 題　　　名

低学年

中学年

高学年

保育園・幼稚園

小学校

中学校

・ 読書感想文　最優秀賞　（応募数　７３点）

・ 読書感想画　最優秀賞　（応募数　２６４点）

【こども図書館～えほんの森～】

マイケル・パート 著、樋渡 正人 訳

 （ポプラ社）【児童書】

みんなで楽しくダンス！

さつまるちゃんと
記念撮影♪★おはなしの部屋スペシャルを開催しました★

受賞者の皆さん、おめでとうございます！！

「
脳
卒
中
警
報
」
発
令
中

～
冬
は
脳
卒
中
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
～

　

冬
は
寒
さ
に
よ
っ
て
血
管
が
収
縮
し
、
血
液
の

流
れ
が
悪
く
な
っ
た
り
、
血
圧
が
上
が
る
た
め
に

脳
卒
中
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
・
加
齢
な
ど

に
よ
り
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る
場
合
は
特
に
起

こ
り
や
す
い
で
す
。
そ
の
他
、
ス
ト
レ
ス
・
大
量

の
飲
酒
・
急
激
な
寒
さ
な
ど
も
発
症
の
一
因
と
な

り
ま
す
。

①
ま
ず
は
「
減
塩
」
、「
野
菜
」
を
た
っ
ぷ　

　

り
、
「
脂
肪
」
は
控
え
て
。

・
血
圧
が
高
い
人
は
、
低
い
人
に
比
べ
て

　

脳
卒
中
に
な
る
確
率
が
８
倍
も
ア
ッ
プ
。

・
い
ま
よ
り
も
１
日
２
グ
ラ
ム
の
塩
分
（
し
ょ
う

　

ゆ
大
さ
じ
１
杯
）
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

②
運
動
不
足
の
人
は
、
１
日
１
０
０
０
歩

（
10
分
間)

歩
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

・
運
動
習
慣
の
な
い
人
は
、
あ
る
人
に
比
べ
て
、　

　

脳
卒
中
に
な
る
確
率
が
２
．
５
倍
ア
ッ
プ
。

③
禁
煙
・
節
度
の
あ
る
飲
酒
を
。

・
喫
煙
者
は
、
そ
う
で
な
い
方
に
比
べ
て
、

　

脳
卒
中
で
死
亡
す
る
確
率
が
１
．
７
倍
ア
ッ
プ
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
１
日
の
適
量
は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル

　

量
で
20
グ
ラ
ム
で
す
。
（
ビ
ー
ル
で
は
５
０
０

　

ml
、
焼
酎
25
度
で
１
１
０
ml
に
相
当
）

④
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
病
気
の
治
療
は

　

し
っ
か
り
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
病
気
や
危
険
因
子
に
気
づ
き
、
生
活
習
慣
を
見

　

直
し
ま
し
ょ
う
。

鹿
児
島
県
は
脳
卒
中
で
亡
く
な
る
人
が
多
く
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
４
位
で
す
。
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）

さ
つ
ま
町
で
も
多
く
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因
の
第
１
位
で
す
。

脳
卒
中
の
原
因
は
？

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　
脳
卒
中
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

町では、災害発生直後からの復旧・復興に関
する動きや防災対策をまとめた『災害復興記
録誌第２巻』を作製し販売しています。

＜販売場所＞

■お問い合わせ先
　さつま町役場　総務課　秘書広報係
　☎53-1111（内線2212）

＜価　格＞ １,０００円（税込）１冊

鹿児島県鹿児島県

第２巻
販売中
第２巻
販売中

北部豪雨災害復興記録誌
北部豪雨災害復興記録誌

さつま町役場
総務課　秘書広報係
鶴田・薩摩支所　総務係

　

広
報
さ
つ
ま
２
０
１
５
年
1
月
号

17
ペ
ー
ジ
下
段
に
記
載
さ
れ
て
い
た

「
ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑰　

湯
田
八
幡

宮
」
の
記
載
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

盈進小２年
初田　心和

平川小３年
竹　　結奏

求名小５年
山口　茉紘

薩摩中央高校２年
石神　侑里

友だちをさがすぞ

しんこきゅうのできる毎日

種まく子供たち

じっちゃ先生、健太君、
ありがとう

部　門

低学年

小学校 中学年

高学年

中学校・高校

学校・学年・氏名 題　　　名

み
こ
し
は
ま
く
だ

ど
げ
い

ルビ 2
あり



今
月
の
納
税
な
ど

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

心
配
ご
と
相
談
所

国
民
年
金
の

　

お
知
ら
せ

さ
つ
ま
町

　
奨
学
資
金
貸
与
制
度

霧
島
ア
ー
ト
の
森

　
臨
時
休
園
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」の
募
集

年
金
相
談

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

学
生
納
付
特
例
の
手
続
き

　
　
は
お
済
み
で
す
か
？

健
康
診
査
日
程
【
２
・
３
月
分
】

■
お
知
ら
せ

26広報さつま27 広報さつま

　

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
の
で
年
金
の
請
求
手
続
き

及
び
質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
相
談
者
氏
名
（
旧

姓
）・
配
偶
者
氏
名
（
旧
姓
）・

基
礎
年
金
番
号
・
相
談
内
容
等

を
役
場
本
庁
町
民
環
境
課
町
民

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

　

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

　

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

　

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

　

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

　

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

　

（
免
許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

※
委
任
状
は
所
定
の
様
式
が
あ

り
ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
か
、
川
内
年
金
事
務

所
、
役
場
本
庁
町
民
係
、
各
支

所
町
民
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

n/w
w
w
/index.htm

l

・
川
内
年
金
事
務
所　

　

☎
０
９
９
６（
22
）５
２
７
６

　

※
自
動
音
声
案
内

■
相
談
日
時
　

　

２
月
26
日
（
木
）　

　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
相
談
会
場

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館　

い
き

い
き
学
習
室

■
申
込
期
日
　

　

２
月
19
日
（
木
）
ま
で

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
環
境
課　

町
民
係

　

（
内
線
２
１
２
３
）

　　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、

前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
が
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

（
年
度
毎
に
申
請
が
必
要
）

　

こ
れ
は
、
将
来
、
老
齢
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等

に
よ
り
重
い
障
害
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
等
を
防
止
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
申
請
手
続
き
が

ま
だ
の
方
は
、
年
金
手
帳
・
学

生
証
又
は
在
学
証
明
書
・
印
鑑

を
お
持
ち
の
う
え
役
場
の
窓
口

か
川
内
年
金
事
務
所
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

川
内
年
金
事
務
所　

　

☎
０
９
９
６（
22
）５
２
７
６

　

※
自
動
音
声
案
内

　

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で

は
、
森
林
・
林
業
や
国
有
林
に

興
味
を
持
た
れ
る
一
般
の
方
々

を
対
象
に
、
国
有
林
の
役
割
や

現
状
等
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、

ま
た
ご
意
見
を
い
た
だ
く
、

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数
　

　

40
〜
60
人
程
度

■
依
頼
期
間

　

平
成
27
年
４
月
〜（
１
年
間
）

■
依
頼
内
容

・
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関

　

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

　

意
見
や
提
言
な
ど
の
報
告
、

　

森
林
管
理
局
広
報
紙
へ
の
投

　

稿
、
会
議
へ
の
出
席
な
ど

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
（
平
成
27
年
4
月

１
日
現
在
）
で
、
森
林
・
林
業
、

国
有
林
に
関
心
の
あ
る
方
。

※
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議
員
、

地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
国
家

公
務
員
は
除
き
ま
す
。

■
募
集
期
限

　

２
月
27
日
（
金
）

　

※
当
日
消
印
有
効

■
応
募
方
法

　

は
が
き
、
封
書
、
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
必
須
事
項
を
記

入
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
須
事
項

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

　

生
年
月
日
、
年
齢
、
職
業
、

　

住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話
番

　

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
無

　

く
て
も
可
）

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た

　

き
っ
か
け
（
具
体
的
に
記
入
）

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
す

　

る
理
由
（
１
０
０
文
字
程
度
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
森
林
管
理
局　

企
画
調

整
課　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

　

〒
８
６
０-

０
０
８
１

　

熊
本
市
西
区
京
町
本
丁
２
番
７
号

　

☎
０
９
６（
３
２
８
）３
５
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６（
３
２
８
）３
６
４
３

メ
ー
ル

 ky_kikaku@
rinya.m

aff.go.jp

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
６
生
）
健
診

　

２
月
18
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
６
生
）
育
児
相
談

　

２
月
20
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
23
．
12
生
）
健
診

　

２
月
25
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
11
生
）
歯
科
健
診

　

３
月
５
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

３
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
26
．
10
生
）
健
診

　

３
月
11
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

・
２
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　
　
　
　

２
階
会
議
室
Ｂ
）

・
３
月
９
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　
　
　
　

２
階
会
議
室
Ｂ
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

２
月
18
日
（
水
）

　

２
月
25
日
（
水
）

　

３
月
５
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

３
月
３
日
（
火
）

　

３
月
17
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
さ
つ
ま
町
役
場
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

３
月
13
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　

（
内
線
２
１
４
４
）

　　

高
等
学
校
（
高
等
専
門
学

校
）
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校

及
び
大
学
等
に
在
籍
又
は
進
学

予
定
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、

無
利
子
で
学
費
を
貸
与
す
る
奨

学
資
金
貸
与
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
奨
学
資
金
の
種
類
】 

①
普
通
奨
学
資
金

・
公
立
高
等
学
校
及
び
専
門
学

　

校
に
在
籍
又
は
進
学
予
定
の

　

方
＝
月
額
１
万
円
以
内

・
私
立
高
等
学
校
及
び
専
門
学

　

校
に
在
籍
又
は
進
学
予
定
の

　

方
＝
月
額
２
万
円
以
内

・
大
学
及
び
専
修
学
校
に
在
籍

　

又
は
進
学
予
定
の
方　
　
　

　
　

＝
月
額
３
万
円
以
内

②
農
業
自
営
者
育
成
奨
学
資
金

・
農
業
関
係
の
高
等
学
校
又
は

　

こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る

　

試
験
場
、
研
究
所
等
に
在
籍

　

又
は
進
学
予
定
の
方　
　
　

　
　

＝
月
額
１
万
２
千
円
以
内

・
農
業
関
係
の
大
学
又
は
こ
れ

　

と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
試
験

　

場
、
研
究
所
等
に
在
籍
又
は

　

進
学
予
定
の
方

　
　

＝
月
額
２
万
２
千
円
以
内

【
貸
付
条
件
】

・
保
護
者
が
本
町
に
住
所
を
有

　

す
る
こ
と
。
（
農
業
自
営
者

　

育
成
奨
学
資
金
は
、
申
請
者

　

が
本
町
に
住
所
を
有
す
る
こ

　

と
）

・
申
請
者
世
帯
の
収
入
が
教
育

　

委
員
会
が
定
め
る
収
入
基
準

　

の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

【
返
還
方
法
】

　

奨
学
資
金
の
返
還
は
、
在
学

期
間
終
了
後
６
か
月
を
経
過
し

た
月
の
翌
月
か
ら
、
貸
与
金
額

に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
内

に
月
賦
、
半
年
賦
又
は
年
賦
で

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
み
の
期
間
等
】

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
貸
与

を
希
望
す
る
方
は
、
３
月
25
日

（
水
）
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ

い
。

　

な
お
、
予
算
の
範
囲
で
貸
与

を
行
い
ま
す
の
で
、
予
算
に
達

し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
い
た

し
ま
す
。

　

具
体
的
な
手
続
き
や
内
容
に

つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課　

総
務
係

　

（
内
線
２
５
１
１
）

・
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期

・
介
護
保
険
料
第
８
期

【
納
期
限
３
月
２
日
】

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

（
内
線
２
１
１
３
）

　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

　

霧
島
ア
ー
ト
の
森
で
は
、
収

蔵
作
品
の
燻
蒸
（
く
ん
む
）
処

理
等
実
施
の
た
め
、
次
の
期
間

臨
時
休
園
い
た
し
ま
す
。

■
休
園
期
間

　

２
月
16
日
（
月
）
か
ら　
　

　

２
月
23
日
（
月
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

霧
島
ア
ー
ト
の
森

　

（
湧
水
町
木
場
６
３
４
０
番

　
　

地
２
２
０
）

　

☎
０
９
９
５
（
74
）５
９
４
５

土 日平成 10.31 11.15年27 土 日平成 10.31 11.15年27

12月の火災・救急情報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    90件

　運んだ人      83人

◆内 訳

　急　　病 47件 43人

　交通事故  7件  5人

　そ の 他 36件 35人

◆発生件数　　0件

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　 　963件

　運んだ人     908人

◆内 訳

　急　  病 535件 503人

　交通事故  60件  55人

　そ の 他 368件 350人

◆発生件数　13件

　内 訳　

　　　建　物 7件

　　　その他 6件

平成26年火災・救急情報（※暫定）

■
募 

集



お
便
り
紹
介

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

第
３
代
さ
つ
ま
町
観
光
大
使

「
か
ぐ
や
姫
」
募
集

県
立
短
期
大
学
「
第
二
部
有
職

者
特
別
入
試
学
生
」
を
募
集

広　告広　告

診療科

内　科 神 野
廣 重

神 野
廣 重

本 坊

大塚

本 坊

大塚
（内視鏡）

大塚
（内視鏡）

海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 内 匠林 田 林 田

緒 方本 坊 本 坊

福 岡

大塚

早 川

倉 元

堀之内
(第2・第4)

吉松
(原則 第2・4)

大塚
(第2・第4)

廣 重 廣 重 神 野

花 田 花 田 花 田 大学神経内科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土
薩摩郡医師会病院診療案内 (H27.1.1～)

  ※50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が3,150円で、受診
　　できます。（要予約）　　担当：外川内(℡：0996-53-0326)

28広報さつま29 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2015/２月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８ ０ ３９ ５ １

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 / 男 ・ 女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

月
、
こ
の
広
報
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
１
月
号
で
一
番
印

象
に
残
っ
た
の
が
、
さ
つ
ま
町
青
年
団

の
方
が
全
国
大
会
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲

得
し
た
と
い
う
こ
と
。
す
ご
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
若
い
人
が
少
な
く
な

っ
た
現
在
、
こ
れ
か
ら
も
さ
つ
ま
町
の

発
展
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
合
わ
せ
て
、
町
駅
伝
大
会
も
一

緒
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
Ｓ
．
Ｉ　

59
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

地
域
の
若
者
が
活
躍
す
る
姿
、
頼
も

し
い
で
す
ね
。
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し

た
３
人
は
、
２
月
15
日
の
町
民
大
会
で

歌
声
を
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

っ
た
あ
‼
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
ぬ

い
ぐ
る
み
が
思
い
が
け
ず
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
両
手
の
平
に
は
い
る

大
き
さ
も
か
わ
い
く
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
の

よ
う
に
柔
ら
か
く
、
お
じ
い
さ
ん
の

「
宝
物
」
で
す
。
車
の
助
手
席
に
乗
せ

て
連
れ
ま
わ
り
ま
す
。
心
配
な
の
は
、

夏
に
川
遊
び
を
楽
し
み
に
東
京
か
ら
帰

省
す
る
小
２
の
孫
娘
が
欲
し
が
る
こ
と

で
す
。
今
か
ら
ど
こ
に
隠
す
か
、
嬉
し

い
悩
み
で
す
。

　
　
　
　

（
よ
く
ろ
ぼ　

65
歳
男
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

１
月
号
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
さ
つ
ま

る
ち
ゃ
ん
ぬ
い
ぐ
る
み
、
か
わ
い
い
で

す
よ
ね
。
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
を
い
ろ
ん

な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

の
生
ま
れ
た
時
は
、
ど
ん
な
時

代
だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

わ
か
る
の
は
、
求
名
・
永
野
・
中
津
川

が
３
村
合
併
さ
れ
た
年
（
昭
和
29
年
）

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
町
村
合
併

の
３
月
22
日
、
忘
れ
ら
れ
な
い
日
。
ず

っ
と
平
和
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　

（
Ｍ
・
Ｅ　

60
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　

★
★
★

　

昭
和
29
年
は
プ
ロ
レ
ス
ブ
ー
ム
で
力

道
山
が
活
躍
。
映
画
で
は
ゴ
ジ
ラ
の
第

１
作
が
公
開
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
今
年

は
、
さ
つ
ま
町
も
３
月
で
合
併
し
て
10

周
年
を
迎
え
ま
す
。
２
月
15
日
に
は
式

典
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係　
　

）

文
章
は
、
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

濵

毎

私

や

花

　　　

町
観
光
特
産
品
協
会
で
は
、
さ
つ

ま
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
顔
と
し
て
、
２

年
間
、
観
光
宣
伝
や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

し
、
各
種
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
祭
り
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
各
種

媒
体
に
も
出
演
し
、
町
内
外
で
活
躍

し
て
い
た
だ
く
「
か
ぐ
や
姫
」
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

２
人

■
応
募
資
格

　

さ
つ
ま
町
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
18
歳
以
上
の
女
性
で
、
出

演
依
頼
の
あ
る
と
き
に
観
光
宣
伝
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
方
。

■
任
期

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

■
応
募
方
法

　

申
込
書
（
商
工
観
光
課
及
び
各
支

所
総
務
係
と
宮
之
城
鉄
道
記
念
館
に

置
い
て
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

（
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
ま
た
は
学
校
名
）
を
記
入
し
、

申
込
み
先
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
込
書
は
、
返

却
い
た
し
ま
せ
ん
）

※
推
薦
に
よ
る
応
募
の
場
合
は
、
推

　

薦
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　

も
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

平
成
27
年
２
月
９
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
27
年
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

　

※
必
着

■
選
考
方
法

　

面
接
審
査

　

（
平
成
27
年
３
月
上
旬
予
定
）

※
応
募
者
に
は
、
応
募
締
切
以
降
に

　

詳
細
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

採
用
者
に
は
副
賞
５
万
円
（
商
品

　

券
）
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
つ
ま
町
観
光
特
産
品
協
会
事
務

　

局
（
役
場
商
工
観
光
課
内
）

　
　
　
　

（
内
線
２
３
３
１
）

　

〒
８
９
５-
１
８
０
３

　

さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
１
５
６
５

　

番
地
２

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

※
出
願
期
間
は
３
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp/

　　　

県
立
短
期
大
学
で
は
、
平
成
27
年

度
有
職
者
特
別
入
試
を
実
施
し
ま
す
。

■
募
集
学
科　

第
二
部
商
経
学
科

■
募
集
定
員　

若
干
名

■
試
験
日　

３
月
11
日
（
水
）

■
出
願
期
間　

　

２
月
23
日
（
月
）
か
ら

　

２
月
27
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
会
場　

県
立
短
期
大
学

■
試
験
（
選
考
方
法
）

　

面
接
及
び
書
類
選
考

■
出
願
書
類
の
配
布
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
短
期
大
学
教
務
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９（
２
２
０
）１
１
１
２

　
　
　

（
内
線
１
３
６
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９（
８
０
３
）４
４
７
３

■
募 

集

性別

めす 235 135,406,000 941,000 576,196 272

292

283

597,478

588,006

890,000

941,000

175,061,000

310,467,000

293

528

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重

１月子牛せり市結果　期日：１月６日(火)～７日(水） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対12月分）

  17,898円安値

  7,391円高値

　 3,733円安値

※去勢には、おす１頭を含む

濵



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２6年２月１日生

ちゃん髙下 美愛

両親から一言

父　聖　也 さん

母　沙也加 さん

こ う げ み お

東湯田原公民会

たくさんの人に愛される

子に育ってください！！

ちゃん

平成２６年２月１日生

左近允 煌青

両親から一言

父　正　志 さん

母　礼　子 さん

上寺下公民会

元気にすくすく

　　　育ってね！！

さこんじゅう ら い と

1
日

　
　

３
日

　
　

　
　

４
日  

    

５
日

　
　

６
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
13
日

　
　

15
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

19
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　

22
日

　
　

　
　

24
日

　
　

26
日

　
　

29
日

（
月
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
水
）

（
金
）

（
月
）

職
員
朝
会　

▽
一
般
質
問
協
議　

▽
来
客
対
応
（
野
村
證
券
鹿
児
島
支
店
・
薩
摩
郡
医
師
会
事
務
局
）

下
町
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

一
般
質
問
（
３
名
）　

▽
議
会
全
員
協
議
会　

▽
寄
付
金
者
訪
問
（
寄
付
に
対
す
る
お
礼
）

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
定
例
研
修
会

議
会
本
会
議
（
総
括
質
疑
）　

▽
全
建
要
請
活
動
対
応　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
会
議　

▽
来
客
対
応
（
薩
摩
寒
蘭
同
好
会
長
）

総
務
厚
生
・
文
教
経
済
常
任
委
員
会
町
長
総
括　

▽
役
場
Ｏ
Ｂ
交
流
会

収
穫
祭
（
各
生
産
者
等
と
の
交
流
会
）　

▽
鶴
宮
三
区
消
防
後
援
会
連
絡
協
議
会

来
客
対
応
（
二
渡
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
直
売
所
ほ
か
）　

▽
日
本
一
お
い
し
い
お
米
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
報
告

消
防
団
幹
部
及
び
消
防
後
援
会
と
の
合
同
会

「
人
権
の
花
」
運
動
閉
会
式　

▽
立
地
協
定
調
印
式　

「
紫
尾
21
パ
ト
ロ
ー
ル
」
及
び
「
年
末
・
年
始
交
通
事
故
防
止
運
動
」
合
同
出
発
式

川
内
川
河
川
事
務
所
訪
問
（
人
事
交
流
関
係
協
議　

薩
摩
川
内
市
） 

▽
町
行
政
改
革
審
議
会

課
長
会　

▽
さ
つ
ま
町
10
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会　

▽
川
原
分
団
消
防
車
交
付
式

ビ
デ
オ
撮
影
（
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
撤
廃
啓
発
用
）　

▽
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
会

さ
つ
ま
カ
ッ
プ
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
（
九
州
各
県
16
チ
ー
ム　

14
日
ま
で
）

職
員
朝
会　

▽
来
客
対
応
（
寄
付
申
出
者
と
の
面
談
）　

太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
総
務
部
会　

▽
町
女
性
い
き
い
き
推
進
会
議

戸
籍
及
び
人
口
動
態
事
務
法
務
局
現
地
指
導
来
庁
面
談　

来
客
対
応
（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
支
配
人
・
野
村
證
券
鹿
児
島
支
店
長
）　

町
農
林
業
振
興
連
絡
会
議
（
町
内
７
機
関
・
団
体
）

来
客
対
応
（
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
か
ぐ
や
姫
）　

▽
三
役
調
整
会
議

南
日
本
政
経
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
職
員
採
用
面
接
試
験
（
鹿
児
島
市
）

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会
及
び
役
員
意
見
交
換
会
（
鹿
児
島
市
）

来
客
対
応
（
串
木
野
海
上
保
安
部
長
、
太
陽
保
育
園
理
事
長
ほ
か
）　

観
光
ま
ご
こ
ろ
お
も
て
な
し
表
彰
受
賞
報
告
（
柊
野
ひ
が
ん
花
祭
り
実
行
委
員
会
）

か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

▽
町
区
公
民
館
長
連
絡
協
議
会
定
例
会

エ
コ
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
竣
工
式
（
薩
摩
川
内
市
）

中
津
川
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式　

▽
神
子
区
役
員
と
の
意
見
交
換
会

12
月
定
例
議
会　

▽
課
長
会　

▽
来
客
対
応
（
鶴
田
区
公
民
館
長
）

議
会
と
の
懇
談
会

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
総
会
（
25
日
ま
で　

東
京
都
）

町
関
係
施
設
年
末
訓
示　

▽
来
客
対
応
（
鹿
児
島
森
林
管
理
署
長
）

仕
事
納
め
式

年
末
特
別
警
戒
巡
視
（
狩
宿
・
求
名
・
南
求
名
・
永
野
）

プレゼント

30広報さつま31 広報さつま

12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
出
分
（
11
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

合
併
10
周
年

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

きりとり線

　

宮
之
城
町
・
鶴
田
町
・
薩
摩
町
が

平
成
17
年
３
月
22
日
に
合
併
し
て

「
さ
つ
ま
町
」
が
誕
生
し
て
か
ら
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど
10
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、
社
会
、

経
済
各
般
に
わ
た
っ
て
変
化
の
激
し

い
時
代
で
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。

　

合
併
協
議
で
の
新
町
建
設
計
画
や

町
総
合
振
興
計
画
に
沿
い
、
行
政
、

議
会
、
町
内
各
関
係
機
関
・
団
体
の

一
致
結
束
し
た
努
力
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
熱
意
と
協
力
が
融
和
と
団
結

の
意
識
を
高
め
、
今
日
の
一
体
感
の

あ
る
「
さ
つ
ま
町
」
が
築
か
れ
た
と

考
え
ま
す
。

　

合
併
10
周
年
の
意
義
は
、
過
去
の

歩
み
を
顧
み
る
の
み
で
な
く
、
来
た

る
べ
き
次
の
世
代
に
、
今
日
ま
で
の

歩
み
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
〝
地
方
自
治
は
民

主
政
治
の
基
礎
を
な
す
も
の
〞
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
大
き
な
潮
流
の
中
で
、
真

に
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

道
に
は
、
常
に
様
々
な
課
題
や
難
問

は
つ
き
も
の
で
す
。
そ
れ
を
克
服
し

な
が
ら
、
新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て

さ
つ
ま
町
の
進
む
べ
き
道
を
切
り
開

き
、
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
町

「
さ
つ
ま
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
最
善

の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
出
分
（
30
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お便りをお寄せくださった方
の中から、５人にプレゼント。
たくさんのご応募お待ちして
おります♪

をトートバッグトートバッグ

読者
さつまるちゃん

差し上げます！

【応募締切】

  ２月25日(水)消印有効

プレゼント

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原　

純
夫

小
野
原
幸
子
　
78
　
大
薄
下

小
田
フ
ミ
子
　
95
　
新
岩
元

山
﨑
　
輝
久
　
72
　
東
谷

尾
付
野
ツ
ミ
子
74
　
武
白
猿

本
村
　
安
子
　
81
　
弓
之
尾

滿
留
　
俊
子
　
91
　
北
原

児
玉
　
ユ
キ
　
98
　
湯
田
下

福
山
　
達
男
　
88
　
湯
田
中

上
之
園
貞
夫
　
82
　
池
之
野

大
園
　
正
人
　
77
　
ほ
の
ぼ
の
苑

市
野
　
ミ
エ
　
89
　
き
ら
ら

御
供
田
美
智
子
73
　
虎
居
町

北
原
コ
ト
ヱ
　
84
　
下
平
川

小
川
　
ノ
リ
　
85
　
二
渡

德
留
ミ
チ
エ
　
92
　
大
願
寺

久
保
　
凛
桜
　
　 

文
崇
　 

上
寺
下

伊
尻
　
紗
恵
　
　 

成
寿
　 

西
手

長
松
院
太
一
　
　 

康
　
　 

上
平
川

原
　
吉
成
　
　
　 

賢
二 

　
北
原

原
田
　
莉
杏
　
　 

祥
治
　 

中
央

山
内
穂
乃
華
　
　 

浩
平 

　
船
木
西

今
村
　
友
紀
　
　 

康
志
　 

船
木
東

別
府
　
瑛
太
　
　 

弘
教 

　
湯
田
上

服
部
　
秀
　
　
　 

憲
昌
　 

観
月
台

木
場
直
太
朗
　
　 

将
太 

　
東
谷

畠
中
　
結
羽
　
　 

千
春 

　
城
之
口

男 男 女 男女女男男 男男女

え

い

た

べ

っ

ぷ

は
っ
と
り

な
お
た
ろ
う

こ

ば

ゆ

う

は
た
な
か

く

ぼ

り

お

よ
し
な
り

は
ら

ほ

の

か

や
ま
う
ち

り

あ

ん

は

ら

だ

た
い
ち

ち
ょ
う
し
ょ
う
い
ん

い
ま
む
ら

と

も

き

さ

え

い

じ

り

町長の動静 （平成26年１２月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

し
ゅ
う

川
畑
　
義
男
　
96
　
下
手

有
村
　
波
子
　
77
　
天
神

大
迫
　
祐
三
　
70
　
市
場

徳
永
美
代
子
　
84
　
尾
原

　
東
　
幸
雄
　
85
　
黒
鳥

古
里
　
勇
　
　
80
　
別
野

益
嵜
　
滋
雄
　
81
　
下
中
福
良

上
之
原
久
枝
　
95
　
紫
尾
中

松
木
　
香
　
　
71
　
紫
尾
下

植
囿
ミ
ユ
キ
　
88
　
東
町

松
尾
　
和
代
　
66
　
下
平
川

原
田
　
辰
已
　
85
　
白
男
川

藤
﨑
　
　
男
　
81
　
東
町

下
境
田
兼
治
　
89
　
下
狩
宿

滿
園
ハ
ル
コ
　
96
　
浅
井
野

認知症の方に関わる課題を多くの皆さんと共に考えるため、「にんち症と共に

生きる」をテーマとして、「認知症フォーラムinさつま町」を開催します。

「認知症フォーラムin
　　　　　　さつま町」開催

■日　時　２月28日（土）13時30分～16時30分

　　　　　　　　　　　　　　　　（受付：12時30分～）

■場　所　鶴田中央公民館ホール（さつま町役場鶴田支所隣）

■内　容　・絵画コンクール表彰

　　　　　・シンポジウム「私のことを見て、そして私の声を聴いて」

　　　　　　（古城　順子氏ほか）

　　　　　・講演「私のことを見て」（田辺　鶴瑛氏）

　　　　　・介護相談など

■参加料　無料

■申込先　さつま町地域包括支援センター　

　　　　　☎５２－４６９０　FAX５２－４６９１

　　　　　（当日受付可）

　※先着100名様に粗品を進呈します。

色は選べません

第
１
回
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平
成

2
7
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竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

大田　一心
お お た い っ し ん

さん
鶴田小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,628人（ -37人） 

　男　　10,486人（ -23人）

　女　　12,142人（ -14人）

    世帯数　9,727世帯

転入    28人　転出　  36人

出生　  15人　死亡    44人

 （平成27年１月１日現在）

     （　）は前月対比

剣道の先生と小学校の先生を目指します
　ぼくの夢は、剣道の先生と小学校の先生になることです。剣道
は１年生から始め、この間薩摩川内市であった大会では、個人戦
で優勝することができました。もっと強くなって、しっかりと教
えられるように、基本を大事に練習していきたいです。
　小学校の先生になりたいのは、担任の先生の教え方が上手で、
苦手だった教科も少しずつ分かるようになってきたからです。こ
れからしっかり勉強し、上手に教えられるようになりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。
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